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NEC Express 5800 シ U ■ズ 
Express 5800 /IlOGR-lc 


八ードウエア編 

本装置のハードウエアについて説明します。 



各部の名称と機能（104ページ） 

本体の各部の名称と機能についてパーツ単位に説明しています。 

設置と接続 （11 2ページ） 

本体の設置にふさわしい場所やラックへの搭載手順、コネクタへの接続につい 
て説明しています。 


基本的な操作 （129 ページ） 

電源の ON や OFF の方法、およびフロッピーディスクや CD - ROM のセツト方法 
などについて説明しています。 


内蔵オプションの取り付け （142 ページ） 

別売の内蔵型オプシヨンを取り付けるときにご覧ください。 


システム BIOS のセットアップ （ SETUP ) (176 ページ） 

専用のユーティリティを使った BIOS の設定方法について説明しています。 


■ J セツトとクリア （202 ページ） 

リセットする方法と内部メモリ （ CMOS ) のクリア方法について説明します。 


割り込みラインと I / O ポートアドレス （205 ページ） 

I / O ポートアドレスや割り込み設定について説明しています。 


RAID コンフイグレー シ ヨン （207 ページ） 

本装置内蔵のハードディスクドライブをディスクアレイドライブとして運用す 
るための方法について説明します。 


0NL-4140dN- 110GR1 〇〇 0 〇 - 〇 2- 〇 6 〇 6 
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各部の名称と機能 

本体の各部の名称を次に示します。 


本体前面 


(1)-1 (1)-2 (1)-3 



(6) (7) (8) (9)-1 (9)-2 (10) (11) 


(4) (3) 



⑹ ⑺ (9)-1 (9)-2 





































































ハードウェア編 105 


(1) CD-ROM ドライブ 

CD - R 〇 M の読み出しを行う装置（—138ページ)。 
(1)-1 ディスクアクセスランプ 
(1)-2 CD トレーイジェクトボタン 

(1) -3 強制イジェクトホール 

(2) 3.5 インチフロッピーディスクドライブ 

3.5 インチフロッピーディスクを挿入して 、デー 
夕の書き込み/読み出しを行ラ装置136ペー 
ジ)。 

(2) -1 ディスクアクセスランプ 
(2)-2 イジェクトボタン 
(2)-3 ディスク揷入口 

(3) DISK ACCESS ランプ（緑色） 

取り付けているディスクが動作しているときに点 
灯する（—111ページ)。オプションの PCI ボード 
に接続されているデイスクについての表示は LED 
中継ケーブルを使用して接続したときに点灯す 
る。 


(4) STATUS ランプ（緑色/アンバー色） 

リモートマネージメントカード（オプション）を 
装着時に機能する。リモートマネージメントカー 
ドが監視しているハードウエアの状態を表示する 
ランプ。正常に動作している間は緑色に点灯す 
る。異常が起きると消灯、緑色に点滅、またはア 
ンパー色に点灯/点滅する109ページ)。 

(5) リセットスイッチ 

押すとリセットを実行する。通常は使用しない。 


(6) POWER スイッチ/ POWER ランプ（緑色） 

電源を 〇 N /0 FF するスイッチ（―131、135ペー 
ジ）。一度押すと POWER ランプが点灯し、 〇 N の 
状態になる。もう一度押すと電源を 〇 FF にする 
(ランプは消灯する）。4秒以上押し続けると強制 
的にシャットダウンする。スリープ機能を持つ 
〇 S では、スリープスイッチとして使用すること 
もできる109ページ）。スリープモード（ス 
リーブ）で動作している間は点滅する（対応して 
いる 〇 S でのみ動作する）。 


(7) UID (ユニッ ND ) ランプ（青色）几 MD ス 
イッチ 

UID ランプを〇 N /0 FR こするスイッチ。スイッチ 
を一度押すと、 UID ランプが点灯し、もラー度押 
すと消灯する （—1 11ページ)。ソフトウェアか 
らのコマンドによっても点滅する（オプションの 
リモートマネージメントカードを装着していると 
きに機能する）（—141ページ)。 

(8) NMI ( DUMP ) スイッチ 

押すとメモリダンプを実行する。通常は使用しな 
い0 

(9) ACT/LINK ランプ（緑色） 

ネットワークポートが接続しているハブなどのデ 
バイスとリンクしているときに緑色に点灯し、ア 
クティブな状態にあるときに緑色に点滅する 
111ページ)。末尾の数字は「1」が LAN ポート1 
用で、「2」が LAN ポート2用を示す。 

* 〇 S 上のポート番号と一致しない場合がありま 
す。 

(10) USB コネクタ3 

USB インターフェースに対応している機器と接続 
する126ページ)。 

(11) シリアルポート B ( C 0 M B ) コネクタ 

シリアルインターフェースを持つ装置と接続する 
㈠ 26ぺージ)〇 

(12) フロントべセル 

日常の運用時に前面のデパイス類を保護す力 
パー。添付のセキュリティキーでロックすること 
ができる129ページ)。 

(13) キース □ット 

フロントべセルのロックを解除するセキュリティ 
キーの差し口。 
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本体背面 


( 1 ) 


(2)-1 (2)-2 (3) (4) (3) (4) 



(1) 電源コネクタ 

AC コードを接続するコネクタ（—126ページ)。 

(2) PCI ポード増設用スロット 

オプションの PCI ボードを取り付けるス□ット。 
(2)-1 □—プ□ファイル PCI ボード 
(2)-2 フルハイト PCI ボード 

(3) SPEED ランプ（黄色） 

ネットワークポートの通信速度を示すランプ 
111ページ )0 

(4) ACT/LINK ランプ（緑色） 

ネットワークポートが接続しているハブなどのデ 
バイスとリンクしているときに緑色に点灯し、ア 
クティブな状態にあるときに緑色に点滅する 
111ページ )0 

(5) LAN コネクタ 

1 000 BASE - T /100 BASE - TX /10 BASE-T と接続 
するコネクタ（—126ページ)。 LAN 上のネット 
ワークシステムと接続する。末尾の数字は「1」 

が LAN ポー M で「2」が LAN ポート2を示す。 

* 〇 S 上のポート番号と一致しない場合がありま 
す0 


(6) USB コネクタ 1-2 

USB インターフェースに対応している機器と接続 
する （—126 ページ)。末尾の数字は「1」がコネ 
クタ1で、「2」がコネクタ2を示す。 

(7) UID スイッチ八 JID ランプ（青色） 

UID スイッチを押したときに点灯する。ソフト 
ウェアからのコマンドによっても点灯する（オプ 
シヨンのリ モー トマネージメント カー ドを装着し 
ているときに機能する）。 

(8) マウスコネクタ 

PS /2 対応のマウスを接続するコネクタ126 
ぺージ)〇 

(9) キーボードコネクタ 

PS /2 対応のキーボードを接続するコネクタ 
126ぺージ)〇 

(10) シリアルポート A (COM A) コネクタ 

シリアルインターフェースを持つ装置と接続する 
(—126 ページ)。 

(11) モニタコネクタ 

ディスプレイ装置を接続するコネクタ（->126 
ぺージ）〇 
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本体内部 



(1) ドライブベイ1 

(2) ドライブベイ2 


(6) マザーポード 

(7) メモリ 


(3) 冷却フアン（末尾の数字はフアン番号を示 
す） 

(4) リ モー トマネージメントカード（オプシヨ 
ン） 

(5) PCI ライザーカード 


(8) エアダクト 

(9) ヒートシンク 

(10) 電源ユニット 

(11) CPU フアン 

(12) フロントパネルポード 
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プロセッサーソケット 

DIMM ソケット（上から1、2, 3, 4) 

HDD LED 

CPU フアンコネクタ 

システムフアンコネクタ（末尾の数字は 
フアン番号を示す） 

電源コネクタ 

IDE コネクタ（プライマリ） 

フ□ッピーデイスクドライブコネクタ 
フロントパネルコネクタ 


(10) シリアル ATA コネクタ（末尾の数字はコネ 
クタ番号を示す） 

(11) CM0S メモリコンフィグレーションジャン 
パ 

(12) リ モー トマネージメント カー ドコネクタ 

(13) リチウムバッテリ 

(14) スピーカ 

(15) PCI ライザーカードスロット 

(16) 外部接続コネクタ/外部からの操作スイッ 
チ 



\)/ \17 \ly \ly \ly \—/ \)/ \)/ \ll# 

12345 6789 

X-- X-- X-- X-- X-- /V /IV /V X-- 
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ランプ表示 


本体前面には8つ、背面には3つのランプがあります。ランプの表示とその意味は次のとおり 
です。 

POWER ランプ（今〇 

本体前面に1個あります。本体の電源が ON の間、ランプが緑色に点灯しています。 

省電力機能をサボートしている〇 S で、省電カモードに切り替えるとランプが点滅します。 


STATUS ランプ （▲) 

本体前面にあります。ハードウエアが正常に動作している間は STATUS ランプは緑色に点灯 
します。 STATUS ランプが消灯しているときや、緑色に点滅、またはアンバー色に点灯/点 
滅しているときはハードウエアになんらかの異常が起きたことを示します。 

次に STATUS ランプの表示の状態とその意味、対処方法を示します。 


• ESMPR0 またはオフライン保守ユーティリティをインスI-ールしてお 
くとエラー□グを参照することで故障の原因を確認することができま 
す。 

• しヽつたん電源を OFF にして再起動するときに、 0S からシャットダウン 
処理ができる場合はシャットダウン処理をして再起動してください。 
シャットダウン処理ができない場合はリセット、強制電源 OFF をするか 
(202 ページ参照)、一度電源コードを抜き差しして再起動させてくださ 
し、0 
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STATUS ランプの 
状態 

意味 

対処方法 

緑色に点灯 

正常に動作しています。 

— 

緑色に点滅 

メモリが縮退した状態で動作してい 
ます。 

BIOS セットアップユーテイリテイ 
「 SETUP 」 を使って縮退しているメ 
モリを確認後、早急に交換すること 
をお勧めします。 

CPU エラーを検出した状態で動作し 
ています。 

BIOS セットアップユーテイリテイ 
「 SETUP 」 を使って CPU の状態を確 
認後、早急に交換することをお勧め 
します。 

消灯 

電源が〇 FF になつている。 

電源を〇 N にしてください。 

消灯* 

POST 中である。 

しばらくお待ちください。 POST を 
完了後、しばらくすると緑色に点灯 
します。 

CPU でエラーが発生した。 

いったん電源を〇 FF にして、電源を 
〇 N にし直してください。 POST の画 
面で何らかのエラーメッセージが表 
示された場合は、メッセージを記録 
して保守サービス会社 L 連絡してく 
ださい。 

CPU 温度の異常を検出した。 

ウォッチドッグ'タイマタイムアウト 
を発生した。 

メモリで訂正不可能なエラーが検出 
された。 

PCI システムエラーが発生した。 

PCI パリティエラーが発生した。 

PCI バスエラーが発生した。 

メモリダンプリクエスト中。 

ダンプを採取し終わるまでお待ちく 
ださい。 

アンバー色に点灯* 

温度異常を検出した。 

内部のファンにホコリやチリが付着 
していないかどうか確認してくださ 
し、また、内部ファンのケープルが 
確実に接続されていることを確認し 
てください。 

それでも表示が変わらない場合は、 
保守サービス会社に連絡してくださ 
い0 

電圧異常を検出した。 

保守サービス会社に連絡してくださ 
い。 

アンバー色に点滅* 

ファンアラームを検出した。 

内部ファンのケープルが確実に接続 
されていることを確認してくださ 
し、それでも表示が変わらない場合 
は、保守サービス会社に連絡してく 
ださい。 

温度警告を検出した。 

内部のファンにホコリやチリが付着 
していないかどうか確認してくださ 
し、また、内部ファンのケープルが 
確実に接続されていることを確認し 
てください。 

それでも表示が変わらない場合は、 
保守サービス会社に連絡してくださ 
い0 

電圧警告を検出した。 

保守サービス会社に連絡してくださ 
い。 


* オプションのリモートマネージメントカードを装着している場合にのみ表示します。 
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DISK ACCESS ランプ （ i) 

本体前面にあります 。 DISK ACCESS ランプは本体内部のハードディスクドライブや CD - 
ROM ドライブにアクセスしているときに点灯します。 


アクセスランプ 

本体前面にあるフロッピーディスクドライブと CD-R 〇 M ドライブのアクセスランプは、それ 
ぞれにセツトされているディスクや CD-R 〇 M にアクセスしているときに点灯します。 


UID ( ユニット ID ) ランプ 

本体前面と背面に各1個あります。本体前面にある UID スイッチを押すと点灯し、もラー度押 
すと消灯します。ソフトウェアからのコマンドを受信したときは点滅で表示します。複数台 
の装置がラックに搭載された中から特定の装置を識別したいときなどに使用することができ 
ます。特にラック背面からのメンテナンスのときは、このランプを点灯させておくと、対象 
装置を間違えずに作業することができます。 


ACT/LINK ランプ （晶 1 、晶 2) 

本体前面と背面 （ LAN コネクタ部分）に各1個あります。本体標準装備のネットワークポー 
卜の状態を表示します。本体とハブに電力が供給されていて、かつ正常に接続されている場 
合に点灯します （ LINK )。 ネットワークポートが送受信を行っているときに点滅します 
( ACT)o 

LINK 状態なのにランプが点灯しない場合は、ネットワークケーブルやケーブルの接続状態を 
確認してください。それでもランプが点灯しない場合は、ネットワーク （ LAN ) コント□一 
ラが故障している場合があります。お買い求めの販売店、または保守サービス会社に連絡し 
てください。 


SPEED ランプ 

本体背面の LAN コネクタ部分に各1個あります。本体標準装備のネットワークポートの通信 
モードが1000 BASE - T か、100 BASE - TX 、10 BASE - T のどちらのネットワークインタ 
フェースで動作されているかを示します。アンバー色に点灯しているときは1000 BASE-T 
で、緑色に点灯しているときは 100 BASE - TX で動作されていることを示します。消灯してい 
るときは、 10 BASE - T で動作していることを示します。 
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設置と接続 

本体の設置と接続について説明します。 



本装置は卓上または EIA 規格に適合したラックに設置して使用します。 


卓上への設置 


A 注意 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷やけが 
A xTN などを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説 

明をご覧ください。 

• 指定以外の場所に設置しない 


設置にふさわしい場所は次のとおりです。 



_ 」ほこりの少ない、きれい 

-,で整頓された部屋_ 
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次に示す条件に当てはまるような場所には、設置しないでください。これらの場所に本体を 

設置すると、誤動作の原因となります。 

• 温度変化の激しい場所（暖房器、エアコン、冷蔵庫などの近く）。 

• 強い振動の発生する場所。 

• 腐食性ガスの発生する場所（大気中に硫黄の蒸気が発生する環境下など）、薬品類の近 
<や薬品類がかかるおそれのある場所。 

• 帯電防止力□エが施されていないじゅラたんを敷いた場所。 

• 物の落下が考えられる場所。 

• 電源コードまたはインタフェースケーブルを足で踏んだり、引っ掛けたりするおそれの 
ある場所。 

• 強い磁界を発生させるもの（テレビ、ラジオ、放送/通信用アンテナ、送電線、電磁ク 
レーンなど）の近く（やむを得ない場合は、保守サービス会社に連絡してシールドエ事 
などを行ってください）。 

• 本体の電源コードを他の接地線（特に大電力を消費する装置など）と共用しているコン 
セントに接続しなければならない場所。 

• 電源ノイズ（商用電源をリレーなどで〇 N / OFF する場合の接点スパークなど）を発生す 
る装置の近くには設置しないでください。（電源ノイズを発生する装置の近くに設置す 
るときは電源配線の分離やノイズフィルタの取り付けなどを保守サービス会社に連絡し 
て行ってください。） 

卓上に置く場合は、本体底面に添付のゴム足を貼り付けてください。 

設置場所が決まったら、本体の底面をしっかりと持って、設置場所にゆっくりと静かに置い 

てください。本体は3台まで積み重ねて置くことができます。 

本体の上には質量 8 kg 以下の液晶ディスプレイを置くことができます。 
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ラックへの設置 

ラックの設置については、ラックに添付の説明書（添付の rEXPRESSBUILDERJ CD-ROM 
の中にもオンラインドキュメントが格納されています）を参照するか、保守サービス会社に 
お問い合わせください。 

ラックの設置作業は保守サービス会社に依頼することもできます。 



警告 




装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。人が死亡す 
る、または重傷を負うおそれがあります。詳しくは、 in ページ以降の説明をご覧くだ 
さい0 

• 指定以外の場所に設置しない 

• アース線をガス管につながない 


A 注意 


A A 

Q 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷やけが 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説 
明をご覧ください。 

• 1人で搬送•設置をしない 

• 1人で部品の取り付けをしない 

• 荷重が集中してしまうような設置はしない 

• ラックが不安定な状態でデバイスをラックから引き出さない 

• 複数台のデバイスをラックから引き出した状態にしない 

• 定格電源を超える配線をしない 


次に示す条件に当てはまるような場所には、ラックを設置しないでください。これらの場所 
にラックを設置したり、ラックに本体を搭載したりすると、誤動作の原因となります。 

• 本体をラックから完全に引き出せないような狭い場所。 

• ラックや搭載する装置の総重量に耐えられない場所。 

• スタビライザが設置できない場所や耐震工事を施さないと設置できない場所。 

• 床におうとつや傾斜がある場所0 

• 温度変化の激しい場所（暖房器、エアコン、冷蔵庫などの近く）。 

• 強い振動の発生する場所0 

• 腐食性ガスの発生する場所（大気中に硫黄の蒸気が発生する環境下など）、薬品類の近 
くや薬品類がかかるおそれのある場所。 

• 帯電防止加工が施されていないじゅラたんを敷いた場所。 

• 物の落下が考え6れる場所。 

• 強い磁界を発生させるもの（テレビ、ラジオ、放送/通信用アンテナ、送電線、電磁ク 
レーンなど）の近く（やむを得ない場合は、保守サービス会社に連絡してシールドエ事 
などを行ってください)。 
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• 本体の電源コードを他の接地線（特に大電力を消費する装置など）と共用しているコン 
セントに接続しなければならない場所。 

• 電源ノイズ（商用電源をリレーなどで〇 N / OFF する場合の接点スパークなど）を発生す 
る装置の近く（電源ノイズを発生する装置の近くに設置するときは電源配線の分離やノ 
イズフィルタの取り付けなどを保守サービス会社に連絡して行ってください）。 

本体をラックに取り付ける手順を以下に示します。取り外し手順については、取り付け手順 
の後で説明しています。 

ここでは、 NEC 製のラックまたは他社製ラックへの取り付け手順について説明します。 

NEC 製のラックのうち、 N 8540 -28/29/38 に取り付ける場合は、オプションの 「 N 8143-39 
ラック取り付け用ブラケット」が必要です。取り付け手順については、 N 8 143-39 ラック取 
り付け用ブラケットに添付の説明書を参照するか、保守サービス会社にお問い合わせくださ 
い。 



警告 


▲(S) 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。人が死亡す 
る、または重傷を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説明をご覧くだ 
さい。 

• 規定外のラックで使用しない 

• 指定以外の場所で使用しない 


A 注意 


A\A\ 

Q 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷やけが 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 m ページ以降の説 
明をご覧ください。 

• 声下:卞音 

• 装置を引き出した状態にしない 

• カバーを外したまま取り付けない 

• 指を挟まない 



ラック内部の温度上昇とエアフ□一について 

複数台の装置を搭載したり、ラックの内部の通気が不十分だったりすると、 
ラック内部の温度が各装置から発する熱によって上昇し、動作保証温度 (10 
° C 〜35° C ) を超え、誤動作をしてしまうおそれがあります。運用中にラック 
内部の温度が保障範囲を超えないようにラック内部、および室内のエアフロー 
について十分な検討と対策をしてください。 
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取り付け部品の確認 

ラックへ取り付けるために次の部品があることを確認してください。 



.f f す f 


項番 

名称 

数量 

備考 

(1) 

マウントブラケット 

2 


(2) 

マウントホルダー （ L ) 

1 


(3) 

マウントホルダー （ R ) 

1 


(4) 

サポートブラケット 

2 


(5) 

エクステンションブラケット 

2 


(6) 

フロントべゼル 

1 

オプションです。本体には添付 
されていません。 

(7) 

コアナット 

8 


(8) 

ネジ A 

4 

M 4 ネジ、ネジ部の長さ： 6 mm 、 
インナーレールを本体に固定す 
る際に使用する。 

(9) 

ネジ B 

2 

M 3 ネジ、ネジ部の長さ： 6 mm 、 

マウントホルダーを本体に固定 
する際に使用する。 

(10) 

ネジ C 

2 

皿ネジ、 M 3 ネジ、ネジ部の長 
さ： 6 mm 、 エクステンションプ 
ラケットを固定する際に使用す 
名) 〇 

(11) 

ネジ D 

6 

M 5 ネジ、ネジ部の長さ：1〇 
mm 、 サボートブラケットをラッ 
クに固定する際に使用する。 


必要な工具 


ラックへ取り付けるために必要な工具はプラスドライバとマイナスドライバです。 
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取り付け手順 


次の手順で本体をラックへ取り付けます。 


W-O NEC 製のラックの5ち、 N 8540 -28/29/38 への取り付けには N 81 43-39 
Bfai ラック取り付け用ブラケットが必要となります。また、取り付け方法について 
は N 8143-39 ラック取り付け用ブラケットに添付の説明書をご覧ください。 


マウントブラケットとマウントホルダーの取り付け 


1. マウントブラケットのネジ穴と本 
体側面のネジ穴を合わせる。 

2. マウントブラケットをネジ A (2 
本）で本体に固定する。 

3. もう一方の側面にマウントブラ 
ケットを手順1〜2と同じ手順で 
取り付ける。 



ネジ A 


4. マウントホルダーをネジ B (各1本）で本体に固定する。 




それぞれ、エンボスをボス穴にはめ込んでください。 
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コアナツ 


ノ i 


コアナットは下側のクリップをラックの四角穴に引っかけてからマイナスドライバなど 
で上側のクリップを穴に差し込みます。 



• コアナットの取り付け 

サポートブラケットを固定する位置に添付のコアナットを取り付けます。コアナットは 
ラックの前面（左右とも）に各2個、背面（左右とも）に各2個の合計8個取り付けま 
す。 

コアナットは nu (ラックでの高さを表す単位)」の中に 2 個取り付けてください 
( NEC 製のラックでは、 1 U 単位に丸い刻印があります)。 1 U あたり、スロット（角穴） 

が3つあります。3つのスロットのうち、ラック前面側では上の2つのスロットに、ラッ 
ク背面側では上下のス□ットにコアナットを取り付けます。 

コアナットはラックの内側から取り付けます。ラックの前面に取り付けたコアナット 
は、上側がサポートブラケット前面の固定に使用します。下側は本体に取り付けたマウ 
ントホルタ'一にあるセットスクリューの受けとなります。背面のコアナットはサポート 
ブラケット背面の固定用として使われます。 


账 


U 


> 

• 

/ 


/ 


0 








DPPpp§ p^ QPap ロロ 


〇 〇 



)1 ~〇一 


_JQQ n Qp@@pppoppp 


111751 


ラックの前後、左右に取り付けたコアナットの高さが同じであることを確認し 
てください。 

































ハードウェア編 119 


• サボートブラケットの取り付け 



2. エクステンションブラケットを取り付ける。（ラックの前後の奥行きが700 mm 以 
上の場合のみ） 


ラックの前後の奥行きが700 mm 以上の場合のみ以下の手順を行います。 


(1) サボートブラケットの一方を引きブラケットを分解する。 


(2) エクステンションブラケッ 
卜を一方のブラケットに差 
し込む。 


エクステンション 
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(4) もラー方のブラケツトをェ 
クステンションブラケット 
に差し込む。 



3. 


コアナツトを取り付けた位置にサ 
ポートブラケット前後のフレーム 
を合わせる。 



^ サボートブラケットを固定する部分のフレームがラックのフレームよりも手 
| fH 51 前にあることを確認してください。 


4. 一度取り外して、サボートブラケットの四角穴がブラケットで完全に隠れているこ 
とを確認する。 

完全に隠れていたら、再度、ラックに取り付けてください。 
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本体のセツトスクリュー 
の受けに使用する 



ラック前面側 


ラック側面側 


サポートブラケットのネジ穴は多少上下にずらすことができる程度のクリア 
ランスを持っています。初めて取り付ける場合は、コアナットのネジ穴がサ 
ポートブラケットのネジ穴の中央に位置するようにしてから固定してくださ 
い。もし、本体を取り付けたときに本体の上下に搭載している装置にぶつかる 
場合は、いったん本体を取り出してサボートブラケットの固定位置を調整して 
ください（ぶつかる装置の取り付け位置も調整する必要がある場合もありま 
す ）0 


6. もう一方のサポートブラケットを手順1〜5と同じ手順で取り付ける。 




すでに取り付けているサポートブラケットと同じ高さに取り付けていること 
を確認してください。 


5. サボートブラケットを支えながら、ネジ D (3 本）でラックに固定する。 


ン サボートブラケットが水平に取り付けられていることを確認してください。 

g エック| 



□ □□ BS 
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• 本体の取り付け 

取り付けは1人でもできますが、ラック上段へ取り付ける場合には2人以上で行ってくだ 
さい。 


1. 本体の前面が手前になるようにして持つ。 


2. 本体側面にあるマウントブラケッ 
卜をサボートブラケットに差し込 
みながらラックへ押し込む。 



本体の上下に搭載している装置にぶつかる場合は、いったん本体を取り出して 
サボートブラケットの固定位置を調整してください（ぶつかる装置の取り付け 
位置も調整する必要がある場合もあります)。 


• 本体の固定 


1 . 本体をラックへ完全に押し込む。 


2 . 


左右のマウントホルダ _ にあるセツ 
トスクリューでラックに固定する。 



セツトスクリュー 


セツトスクリユー 
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3. オプシヨンのフ□ントべゼルを取 
り付ける場合は右図を参照して取 
り付ける。 



以上で完了です。 
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取り外し手順 

次の手順で本体をラックから取り外します。取り外しは1人でもできますが、なるべく複数 
名で行ラことをお勧めします。 


A 注意 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷やけが 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 in ページ以降の説 

A A 

明をご覧ください。 

• 指を挟まない 

Q 

• 

ラックが不安定な状態でデバイスをラックから引き出さない 

• 

落下注意 

• 

装置を引き出した状態にしない 


• 

複数台のデバイスをラックから引き出した状態にしない 


• 

動作中に装置をラックから引き出さない 


1. フロントべゼル（オプション）のロックを解除する。 



3. 0S からシャットダウン処理をするか POWER スイッチを押して本体の電源を OFF 
(POWER ランプ消灯）にする。 
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4. 本体前面（または背面）にある UID スイッチを押して、 UID ランプを点灯させる。 



POWER スイッチ UID スイッチ 


5. 本体に接続しているすべてのケーブル、および電源コードを取り外す。 

本体背面のケーブルや電源コードを取り外す前に UID ランプで取り外そうとし 
WI ^\ ている装置であることを確認してください。 


6. 前面の左右にあるセツトスク 
リューをゆるめて、八ンドルを 
持ってゆっくりとラックから引き 
出す。 


本体の両端をしっかりと持てる位 
置（約 15 cm ほど）までゆっくり 
と静かにラックから引き出してく 
ださい。 



本体を引き出しすぎると、サボートブラケットから外れて落下するおそれがあ 
Bfai ります。本体に貼り付けられている警告ラベルを見ながら注意して本体を引き 
出してください。 


7. 本体の左右底面をしっかりと持って取り外し、じょうぶで平らな机の上に置く。 


w-O 本体を引き出したまま放置しないでください。必ずラックから取り外してくだ 
Bra さい。 


ラックの機構部品も取り外す場合は、「取り付け手順」を参照して取り外してくだ 
さい。 
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本体に周辺装置を接続します。 

本体にはさまざまな周辺装置と接続できるコネクタが用意されています。次ページの図は標 
準の状態で接続できる周辺機器とそのコネクタの位置を示します。周辺装置を接続してから 
添付の電源コードを本体に接続し、電源プラグをコンセントにつなげます。 


無停電電源装置や自動電源制御装置への接続やタイムスケジュール運転の設 
定、サーバスイッチ ユニッ トへの接続 • 設定などシステム構成に関する要求が 
ございましたら、保守サービス会社の保守員（またはシステムエンジニア）に 
お知らせ < ださい。 



警告 


A A 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。人が死亡す 
る、または重傷を負うおそれがあります。詳しくは、 m ページ以降の説明をご覧くだ 
さい。 

• ぬれた手で電源プラグを持たない 

• アース線をガス管につながない 


A 注意 


A A 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷やけが 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 m ページ以降の説 
明をご覧ください。 

• 指定以外のコンセントに差し込まない 

• たこ足配線にしない 

• 中途半端に差し込まない 

• 指定以外の電源コードを使わない 

• プラグを差し込んだままインタフェースケーブルの取り付けや取り外しをしな 
い 

• 指定以外のインタフェースケーブルを使用しない 
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USB 機器 


シリアルインタ 
フェースを持つ管理 PC 
(保守専用ポート） 


前面 


シリアルインタ 
フェース機器 


マウス 



1010旧 



USB 機器 


チポートリビータ）を 
介して接続されます） 



ディスプレイ装置 


システム（ハブ（マル 
チポートリピータ）を 
介して接続されます） 


• 本体および接続する周辺機器の電源を OFF にしてから接続してくださ 

Pa し)。 ON の状態のまま接続すると誤動作や故障の原因となります。 

• サードパーティの周辺機器およびインタフェースケーブルを接続する場 
合は、お買い求めの販売店でそれらの装置が本装置で使用できることを 
あらかじめ確認してください。サードパーティの装置の中には本装置で 
使用できないものがあります。 

• SCSI 機器は、オプションの SCSI コントローラを搭載すると接続するこ 
とができます。 SCSI 機器内部の接続ケーブルを含め、ケーブルの全長 
が 3 m 以内になるようにしてください。 

• ダイヤルアップ経由のエクスプレス通報サービスを使用する場合は、 
NEC フィールディングに相談してください。 

• 回線に接続する場合は、設定機関に申請済みのボードを使用してくださ 
い。 

• シリアルポートコネクタには専用回線を直接接続することはできませ 
ん〇 

• PCI ス□ットに搭載したオプションの LAN ポードに接続したケーブルを 
抜くときは、コネクタのツメが手では押しにくくなつているため、マイ 
ナスドライバなどを使用してツメを押して抜いてください。その際に、 
マイナスドライバなどが LAN ポートやその他のポートを破損しないよう 
十分に注意してください。 
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周辺機器を接続した後は、ラックに搭載している場合は、周辺機器を接続した後、ケーブル 
タイなどでケーブルが絡まないよラに束ねてください。 


ケーブルがラックのドアや側面のガイドレールなどに当たらないようフォー 
ミングしてください。 


本体の電源コードを無停電電源装置 （ UPS ) に接続する場合は、 UPS の背面にあるサービス 
コンセントに接続します。 

詳しくは UPS に添付の説明書をご覧ください。 


<N8142-23A> 


コンピュータインター フエースポー ト (COM) 


オプションスロット 


過負荷保護 
リセットボタン 



出カコンセント 


^ © 


入カコネクタ 
(NEMA5-15P) 


TVSS 装置コネクタ 


コンピュータインター フエースポー ト (COM) 


電圧感度設定ボタン 


本体の電源コードを接続した UPS によって、 UPS からの電源供給と本体の〇 N /0 FF を連動(リ 
ンク)させるために BIOS の設定変更が必要となる場合があります。 

BIOS セットアップユーティリティの 「 Server 」一「 AC - LINK 」 を選択し、適切なパラメータ 
値に変更してください。詳しくは195ページを参照してください。 
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基本的な操作 


基本的な操作の方法について説明します。 


フロントべゼルの取り付け • 取り外し 


別売のフロントべゼルを取り付け、添付のセキュリティキーでロックすることにより本体前 
面の機器やスイッチ類へのアクセスを保護することができます。 

ラックに搭載した本体の電源の〇 N / OFF やフロッピーディスクドライブ、 CD - R 〇 M ドライブ 
を取り扱うときにフロントべゼルを取り外します（卓上に設置した場合は、フロントべゼル 
を取り付けることはできません）。 


フロントべゼルは、添付のセキュリティキーでロックを解除しないと開けるこ 
とができません。 


1. キース□ットに添付のセキュリティキーを差し込み、キーをフロントべゼル側に軽 
く押しながら回してロックを解除する。 



2. フロントべゼルの右端を軽く持って 
手前に引く。 
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3. フロントべゼルを左に少しスライドさせてタブをフレームから外して本体から取り 
外す。 


フロントべゼルを取り付けるときは、フロントべゼルの左端のタブを本体のフレームに引つ 
かけるようにしながら取り付けます。取り付けた後はセキュリティのためにもキーでロック 
してください。 
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本体の電源は前面にある POWER スイッチを押すと〇 N の状態になります。 

次の順序で電源を ON にします。 

1. フロッピーディスクドライブにフロッピーディスクをセットしていないことを確認 
する。 

2. ディスプレイ装置および本体に接続している周辺機器の電源を ON にする。 




無停電電源装置 ( UPS ) などの電源制御装置に電源コードを接続している場合 
は、電源制御装置の電源が ON になっていることを確認してください。 


3. ラックに搭載している場合でオプションのフロントべゼルを取り付けている場合は 
べゼルを取り外す。 

4. 本体前面にある POWER スイッチを押す。 

本体前面および背面の POWER ランプが緑色に点灯し、しばらくするとディスプレ 
イ装置の画面には 「 NEC ロゴ」が表示されます。 


000000000000000000000 

30000000000000000000000000 

0000000000000000000000000 

)000000000000000000000000 

0000000000000000000000000 

)000000000000000000000000 

0000000000000000000000000 




〇' 


〇 

S _> 

〇 


POWER スイツチ 


Pm 


「 NEC 」 □ゴを表示している間、自己診断プログラム ( POST ) を実行してハード 
ウェアの診断をします。詳しくはこの後の 「 POST のチェック」をご覧ください。 
POST を完了すると〇 S が起動します。 


I チェッ d 


POST 中に異常が見つがると POST を中断し、エラーメッセージを表示します。 
272ページを参照してください。 


電源コードを接続するとハードウエアの初期診断を始めます（約5秒間)。初期 
診断中は POWER スイッチは機能しません。電源コードの接続直後は、約5秒ほ 
ど時間をおいてから POWER スイッチを押してください。 


源の ON 
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POST (Power On Self - Test ) は、マザーボード内に記録されている自己診断機能です。 
POST は本体の電源を〇 N にすると自動的に実行され、マザーボード、 ECC メモリモジュー 
ル、 CPU モジュール、キーボード、マウスなどをチェックします。また、 POST の実行中に 
各種の BIOS セツトアップユーティリティの起動メッセージなども表示します。 


出荷時の設定では POST を実行している間、ディスプレイ 
装置には 「 NEC 」 ロゴが表示されます。（く Esc > キーを押す 
と、 POST の実行内容が表示されます。） 





BIOS のメニューで < Esc > キーを押さなくても、はじめから P 〇 ST の診断内容を 
表示させることができます。 SETUP ユーティリティの 「 Advanced 」 メニュー 
にある 「 Boot-time Diagnostic Screen 」 の設定を 「 Enabled 」 に切り替えてくだ 
さい （186 ぺージ参照）。 


POST の実行内容は常に確認する必要はありません。次の場合に POST 中に表示されるメッ 
セージを確認してください。 

• 導入時 

• 「故障かな？」と思ったとき 

• 電源〇 N から〇 S の起動の間に何度もビープ音がしたとき 

• ディスプレイ装置になんらかのエラーメッセージが表示されたとき 

POST の流れ 

次に POST で実行される内容を順をおって説明します。 


謂"^ • POST の実行中は、不用意なキー入力やマウスの操作をしないようにし 

Bto てください。 

• システムの構成によっては、ディスプレイの画面に 「Press Any Key」 
とキー入力を要求するメッセージを表示する場合もあります。これは取 
り付けたオプションのボードの BIOS が要求しているためのものです。 
オプションのマニュアルにある説明を確認してから何かキーを押してく 
ださい。 

• オプションの PCI ボードの取り付け/取り外しをしてから電源を ON にす 
ると、 POST の実行中に取り付けたポードの構成に誤りがあることを示 
すメッセージを表示して POST をいったん停止することがあります。 

この場合はく F 1 >キーを押して POST を継続させてください。ポードの構 
成についての変更/設定は、この後に説明するユーテイリテイを使って設 
定できます。 


1. 電源 ON 後、 POST が起動し、メモリチェックを始めます。ディスプレイ装置の画 
面左上に基本メモリと拡張メモリのサイズをカウントしているメッセージが表示さ 
れます。本体に搭載されているメモリの量によっては、メモリチェックが完了する 
までに数分かかる場合もあります。同様に再起動（リブート）した場合など、画面 
に表示をするのに約1分程の時間がかかる場合があります。 
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2. メモリチェックを終了すると、いくつかのメッセージが表示されます。これらは搭 
載している CPU や接続しているキーボード、マウスなどを検出したことを知らせ 
るメッセージです。 

3. しばらくすると、マザーボードにある BIOS セットアップユーティリティ 
「 SETUP 」 の起動を促すメッセージが画面左下に表示されます。 

Press < F 2> to enter SETUP or Press < F 12> to boot 
from Network 

使用する環境にあった設定に変更するときに起動してください。エラーメッセージ 
を伴った上記のメッセージが表示された場合を除き、通常では特に起動して設定を 
変更する必要はありません（そのまま何も入力せずにいると数秒後に POST を自動 
的に続けます)。 

SETUP を起動するときは、メッセージが表示されている間に < F 2> キーを押しま 
す。設定方法やパラメータの機能については、176ページを参照してください。 
SETUP を終了すると、自動的にもう一度はじめから POST を実行します。 

4. 本体標準装備のシリアル ATA インタフェースを使用したハードディスクドライブ 
のディスクアレイ機能を有効にしている場合は、次のメッセージが表示されます。 

Press <CtrL><A> for Adaptec RAID Configuration Utility! 


ここで < Ct 「 l > キーと < A > キーを押すとハードディスクドライブの RAID を構築するた 
めのユーティリティが起動します。設定値やユーティリティの詳細については 「RAID 
コンフィグレーション」 （207 ページ）を参照してください。 


5. 続いて本体にオプシヨンの SCSI コント□—ラボードなどの専用の BIOS を持ったコ 
ント□—ラを搭載している場合は、 BIOS セットアップユーティリティの起動を促 
すメッセージが表示されます（そのまま何も入力せずにいると数秒後に POST を自 
動的に続けます)。 

く例 ： SCSI BIOS セットアップユーティリティの場合〉 

Press < CtrL >< A > for SCSISeLect ( TM ) Utility ! 

ここで < Ct 「 l > キーと < A > キーを押すとユーティリティが起動します。 SCSI 機器の設 
定値やユーティリティの詳細についてはボードに添付の説明書を参照してくださ 
い0 

ユーティリティを使用しなければならない例としては次のような場合があります。 
• 外付け SCSI 機器を接続した場合 
籲本体内部の SCSI 機器の接続を変更した場合 

6. オプシヨンポードに接続している機器の情報などを画面に表示します。 

7. BIOS セットアップユーティリティ 「 SETUP 」 でパスワードの設定をすると、 
POST が正常に終了した後に、パスワードを入力する画面が表示されます。 

パスワードの入力は、3回まで行えます。3回とも入力を誤るとシステムを起動で 
きなくなります。この場合は、本体の電源を〇 FR こしてから、約10秒ほど時間を 
あけて〇 N にしてください。 

w *0 OS をインス I -ールするまではパスワードを設定しないでください。 
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8. POST を終了すると OS を起動します。 


POST のエラーメッセージ 

POST 中にエラーを検出するとディスプレイ装置の画面にエラーメッセージを表示します。 
また、エラーの内容によってはビープ音でエラーが起きたことを通知します。エラーメッ 
セージとエラーを通知するビープ音のパターンの一覧や原因、その対処方法については、「運 
用 • 保守編」を参照してください。 


保守サービス会社に連絡するときはデイスプレイの表示をメモしておいてく 
ださい。アラーム表示は保守を行うときに有用な情報となります。 
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電源の OFF 


次の順序で電源を〇 FR こします。本体の電源コードを UPS に接続している場合は、 UPS に添 
付の説明書を参照するか、 UPS を制御しているアプリケーションの説明書を参照してくださ 
い。 

1. 0 S のシャツトダウンをする。 

2. POWER / SLEEP ランプが消灯したことを確認する。 

3. 周辺機器の電源を OFF にする。 


省電カモードの起動 


ACPI モードに対応した〇 S を使用している場合、電力をほとんど使用しない状態(スタンバイ 
状態)にすることができます。 

〇 S のシャットタ'ウンメニューからスタンバイを選択するか 、 P 〇 WER スイッチの設定を電源 
オフからスタンバイに変更した場合は POWER スイッチを押すとスタンバイ状態になります 
(P 〇 WER ランプが点滅します)。 

スタンバイ状態になってもメモリの内容やそれまでの作業の状態は保持されています。 
POWER スイッチをもラー度押すとスタンバイ状態は解除されます。 



POWER スイッチ 



省電カモードへの移行、または省電カモードからの復帰方法については、 
Windows Server 2003 /Windows 2000の設定によって異なります。また、省電 
カモード中の動作レベルは 、 Windows Server 2003 /Windows 2000の設定に依 
存します。 


省電カモードへの移行、または省電カモード中にシステムを変更しないでくだ 
さし〉。省電カモードから復帰する際に元の状態に復帰できない場合がありま 
す。 
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フロッピーディスクドライブ 


本体前面にフロッピーディスクを使ったデータの読み出し（リード）•保存（ライト）を行う 
ことのできる 3.5 インチフロッピーディスクドライブが搭載されています。 

3.5 インチの 2 HD フロッピーディスク （1.44 M バイト）と 2 DD フロッピーディスク （720 K パ 
イト）を使用することができます。 

フロッピーディスクのセット/取り出し 

フロッピーディスクをフロッピーディスクドライブにセットする前に本体の電源が ON 
( P 〇 WER ランプ点灯）になっていることを確認してください。 

フロッピーディスクをフロッピーディスクドライブに完全に押し込むと「カチッ」と音がし 
て、フロッピーディスクドライブのイジエクトボタンが少し飛び出します。 

イジエクトボタンを押すとセットしたフロッピーディスクをフロッピーディスクドライブか 
ら取り出せます。 

^ • フォーマットされていないフロッピーディスクをセットすると、ディス 

I チェック 1 クの内容を読めないことを知らせるメッセージやフォーマットを要求す 

るメッセージが表示されます。〇 S に添付の説明書を参照してフロッ 
ピーディスクをフォーマットしてください。 

• フロッピーディスクをセットした後に本体の電源を〇 N にしたり、再起 
動するとフロッピーディスクから起動します。フロッピーディスク内に 
システムがないと起動できません。 

• フロッピーディスクアクセスランプが消灯していることを確認してから 
フロッピーディスクを取り出してください。アクセスランプが点灯中に 
取り出すとデータが破壊されるおそれがあります。 


フ□ッピーディスクの取り扱いについて 

フロッピーディスクは、データを保存する大切なものです。またその構造は非常にデリケー 
卜にできていますので、次の点に注意して取り扱ってください。 

• フロッピーディスクドライブにはていねいに奥まで揷入してください。 

• ラベルは正しい位置に貼り付けてください。 

• 鉛筆やボールペンで直接フロッピーディスクに書き込んだりしないでください。 

• シャッ タを開けないでください。 

• ゴミやほこりの多いところでは使用しないでください。 

• フ□ッピーディスクの上に物を置かないでください。 

• 直射日光の当たる場所や暖房器具の近くなど温度の高くなる場所には置かないでくださ 
い。 

• たばこの煙に当たるところには置かないでください。 

• 水などの液体の近くや薬品の近くには置かないでください。 

• 磁石など磁気を帯びたものを近づけないでください。 

• クリップなどではさんだり、落としたりしないでください。 
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• 磁気やほこりから保護できる専用の収納ケースに保管してください。 

• フロッピーディスクは、保存している内容を誤って消すことのないようにライトプ□テ 
クト（書き込み禁止）ができるようになっています。ライトプ□テクトされているフ 
□ッピーディスクは、読み出しはできますが、ディスクのフォーマットやデータの書き 
込みができません。重要なデータの入っているフロッピーディスクは、書き込み時以外 
はライトプロテクトをしておくようお勧めします。 3.5 インチフロッピーディスクのラ 
イトプロテクトは、ディスク裏面のライトプ□テクトスイッチで行います。 



書き込み不可書き込み可 


• フロッピーディスクは、とてもデリケートな記憶媒体です。ほこりや温度変化によって 
データが失われることがあります。また、オペレータの操作ミスや装置自身の故障など 
によってもデータを失ラ場合があります。このよラな場合を考えて、万一に備えて大切 
なデータは定期的にバックアップをとっておくことをお勧めします。（本体に添付され 
ているフロッピーディスクは必ずバックアップをとってください。） 
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CD - ROM ドライブ 


本体前面に CD - ROM ドライブがあります。 CD - ROM ドライブは CD-ROM (読み出し専用のコ 
ンパクトディスク）のデータを読むための装置です。 CD - ROM はフロッピーディスクと比較 
して、大量のデータを高速に読み出すことができます。 


A 注意 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷やけが 


などを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説 

明をご覧ください。 


CD - ROM ドライブのトレーを引き出したまま放置しない 


ディスクのセツト/取り出し 

ディスクは次の手順でセツトします。 


1. ディスクを CD - ROM ドライブにセツトする前に本体の電源が ON ( POWER ランプ 
が緑色に点灯）になっていることを確認する。 


2. CD - ROM ドライブ前面の CD トレーイジェクトポタンを押す。 


トレーが少し出てきます。 

3. トレーを軽く持って手前に引き出 
し、トレーが止まるまで引き出 
す0 



4. ディスクの文字が印刷されている 
面を上にしてトレーの上に静か 
に、確実に置く。 


◎ 
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5. 図のように片方の手でトレーを持 
ちながら、もう一方の手でトレー 
の中心にある駆動部分にディスク 
の穴がはまるように指で押して、 

ト レーに セツトする。 


駆動部分 




ディスクの取り出しは、ディスクをセツトするときと同じように CD トレーイジェクトボタン 
を押してトレーを引き出します。 


アクセスランプが点灯しているときは CD にアクセスしていることを示します。 CD トレ ー ^ r 
ジェクトボタンを押す前にアクセスランプが点灯していないことを確認してください。 

下図のよラに、片方の手でトレーを持ち、もラー方の手でトレーの中心にある駆動部分を押 
さえながらディスクの端を軽くつまみ上げるようにしてトレーから取り出します。 



ディスクを取り出したらトレーを元に戻してください。 
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取り出せなくなったときの方法 

CD トレーイジェクトボタンを押しても CD - ROM が取り出せない場合は、次の手順に従って 
ディスクを取り出します。 


1. POWER スイッチを押して本体の電源を OFF ( POWER ランプ消灯）にする。 

2. 直径約 1.2 mm 、 長さ約1 00 mm の金属製のピン（太めのゼムクリップを引き伸ば 
して代用できる）を CD - ROM 前面右側にある強制イジェクトホールに差し込んで 
トレーが出てくるまでゆっくりと押す。 



• つま楊枝やプラスチックなど折れやすいものを使用しないでください。 

• 上記の手順を行ってもディスクが取り出せない場合は、保守サービス会 
社に連絡してください。 


3. トレーを持って引き出す。 

4. ディスクを取り出す。 

5. トレーを押して元に戻す。 


ディスクの取り扱いについて 

使用するディスクは次の点に注意して取り扱ってください。 

• CD 規格に準拠しない「コピーガード付き CD 」 などのディスクにつきましては、 CD 再生 
機器における再生の保証はいたしかねます。 

• ディスクを落とさないでください0 

• ディスクの上にものを置いたり、曲げたりしないでください。 

• ディスクにラベルなどを貼らないでください。 

• 信号面（文字などが印刷されていない面）に手を触れないでください。 

• 文字の書かれている面を上にして、トレーにていねいに置いてください。 

• キズをつけたり、鉛筆やボールペンで文字などを直接ディスクに書き込まないでください。 

• たばこの煙の当たるところには置かないでください。 

• 直射日光の当たる場所や暖房器具の近くなど温度の高くなる場所には置かないでください。 

• 指紋やほこりがついたときは、乾いた柔らかい布で、内側から外側に向けてゆっくり、 
ていねいにふいてください。 

• 清掃の際は、 CD 専用のクリーナをお使いください。レコード用のスプレー、クリーナ、 
ベンジン、シンナーなどは使わないでください。 

• 使用後は、専用の収納ケースに保管してください。 
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サーバの確認 （ UID スイツチ) 


複数の機器を1つのラックに搭載している場合、保守をしようとしている装置がどれである 
かを見分けるために本体の前面および背面には 「UID (ユニット ID ) ランプ」があります。 


UID ランプ/ UID スイッチ 

UID (ユニット D ) スイッチを押すと UID ランプが点灯します。もう一度押すとランプは消灯 
します。 

ソフトウェアからコマンドを受信した場合は点滅表示します。 


Pm 


オプションのリモートマネージメントカードを装着するとオフライン保守 
ユーティリテイなどのソフトウェアのコマンドからランプを点灯させること 
ができます。 





ラック背面からの保守は、暗く、狭い中での作業となり、正常に動作している機器の電源や 
インタフェースケーブルを取り外したりするおそれがあります。 UD スイッチやソフトウェ 
アコマンドを使って保守する本装置を確認してから作業をすることをお勧めします。 
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内蔵オプシヨンの取り付け 


本体に取り付けられるオプションの取り付け方法および注意事項について記載しています。 


m 


• オプションの取り付け/取り外しはユーザー個人でも行えますが、この 
場合の本体および部品の破損または運用した結果の影響に ついてはその 
責任を負いかねますのでご了承ください。本装置に ついて 詳しく、専門 
的な知識を持った保守サービス会社の保守員に取り付け/取り外しを行 
わせるようお勧めします。 

• オプションおよびケーブルは弊社が指定する部品を使用してください。 
指定以外の部品を取り付けた結果起きた装置の誤動作または故障 • 破損 
についての修理は有料となります 

• ハードウェア構成を変更した場合も、必ず EXPRESSBUILDER を使っ 
てシステムをアップデートしてください （58 ページまたは92ページを 
参照)。 


安全上の注意 


安全に正しくオプションの取り付け/取り外しをするために次の注意事項を必ず守ってくださ 
い。 



警告 


C 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。人が死亡す 
る、または重傷を負うおそれがあります。 

• 自分で分解 • 修理 • 改造はしない 

• リチウムバッテリを取り外さない 

• ブラグを差し込んだまま取り扱わない 



A 注意 



A A 

AA 

AQ 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷やけが 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説 
明をご覧ください。 

籲 落下注意 

• 装置を引き出した状態にしない 

• 中途半端に取り付けない 

• カバーを外したまま取り付けない 

• 指を挟まない 

• 高温注意 
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静電気対策について 


本体内部の部品は静電気に弱い電子部品で構成されています。取り付け • 取り外しの際は静 
電気による製品の故障に十分注意してください。 

• リストストラップ（アームバンドや静電気防止手袋など）の着用 

リスト接地ストラップを手首に巻き付けてください。手に入らない場合は部品を触る前 
に筐体の塗装されていない金属表面に触れて身体に蓄積された静電気を放電します。 
また、作業中は定期的に金属表面に触れて静電気を放電するよラにしてください。 

• 作業場所の確認 

- 静電気防止処理が施された床、またはコンクリートの上で作業を行います。 

- カーぺットなど静電気の発生しやすい場所で作業を行ラ場合は、静電気防止処理を 
行った上で作業を行ってください。 

• 作業台の使用 

静電気防止マットの上に本体を置き、その上で作業を行ってください。 

• 着衣 

- ウールや化学繊維でできた服を身につけて作業を行わないでください。 

- 静電気防止靴を履いて作業を行ってください。 

- 取り付け前に貴金属（指輪や腕輪、時計など）を外してください。 

• 部品の取り扱い 

- 取り付ける部品は本体に組み込むまで静電気防止用の袋に入れておいてください。 

- 各部品の縁の部分を持ち、端子や実装部品に触れないでください。 

- 部品を保管 • 運搬する場合は、静電気防止用の袋などに入れてください。 
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取り付け/取り外しの準備 


部品の取り付け/取り外しの作業をする前に準備をします。 


• トップカバーを取り外して準備ができた後、本体を持つときに pci ライ 

Bfai ザーを持たないでください。 



• 電源コードを本体から取り外した後、約5秒ほど待ってから作業を続け 
てください。電源コードを取り外してから3〜4秒ほどの間、マザー 
ポー ド上の部品やオプションのリ モー ト マネージ メント カー ド ( RMC ) 
は動作を続けている場合があります。 RMC の動作が完全に停止してか 
ら作業を続けてください。 


卓上に設置している場合 

本体を卓上に設置している場合の手順について説明します。 


1. 0 S からシャットダウン処理をするか POWER スイッチを押して本体の電源を OFF 
( POWER ランプ消灯）にする。 



POWER ； 


ノチ 


2. 本体に接続しているすべてのケーブルおよび電源コードを取り外す。 
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3. 背面のネジをゆるめる。 



4. トップカバーを取り外す。 

くぼみの部分に指をかけてスライ 
ドさせてから持ち上げてくださ 
い0 
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トップカバーを取リ付けるときは、トップカバーにあるフックと本体のフレームにある穴を 
あわせてていねいに本体に置いた後、前面へ向けてスライドさせてください。 



PaI ネジが締めづらいときはトップカバーを本体に軽く押し付けながら締めてく 
ださい。 
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ラックに設置している場合 

本体をラックに設置して いる 場合の手順に ついて 説明します。ラックからの取り外しは1人 
でもできますが、なるべく複数名で行ラことをお勧めします。 


A 注意 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷やけが 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説 
明をご覧ください。 

• 

落下注意 

• 

装置を引き出した状態にしない 


• 

カバーを外したまま取り付けない 


• 

指を挟まない 


1. フロントべセルを取り付けている場合はフロントべセルを取り外す （1 29ページ 

参照)。 

2. 124ぺージの「取り外し手順」を参照して本体をラックから取り外し、じようぶ 
で平らな机の上に置く。 




3. 背面のネジをゆるめる （1 45ページの手順3参照)。 

4. トップカバーを取り外す。 

くぼみの部分に指をかけてスライドさせてから持ち上げてください （145 ページの 
手順4参照)。 


本体を引き出したまま放置しないでください。必ずラックから取り外してくだ 
さい0 


トップカバーを取り付けるときは、146ページを参照して取り付けてください。 
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次の手順に従って部品の取り付け/取り外しをします。 

八ードディスクドライブ 

本体には、最大2台の八ードディスクドライブを搭載することができます。 



本体背面 


標準装備のハードディスクドライブインタフェースはシリアル ATA です。 SCSI タイプのハー 
ドディスクドライブを取り付ける場合は 「 SCSI コント□ーラ」を参照しながら取り付けてく 
ださい。 




弊社で指定していないハードディスクドライブを使用しないでくださ 
し、。サードパーティのハードディスクドライブなどを取り付けると、 

八ードディスクドライブだけでなく本体が故障するおそれがあります。 

異なるインターフェースのハードディスクドライブを混在して搭載する 
ことはできません。 

SATA ハードディスクドライブは、単一のハードディスクドライブか、 
2台1組で構成される RA 旧ドライブのいずれかで使用することができま 
す 。 Linux OS をご使用の場合はご使用のディストリビューションによ 
り、単一の八ードディスクドライブ構成での使用に制限事項がありま 
す 0 詳細は 「 Express 5800 / Linux インス!ル代行サービス説明書」 
を参照してください。 


IISIIS 


取り付け/取り外しの手順 


■■一1 


1 B 
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動作モードの設定 

ハードディスクドライブを搭載する場合は、ハードディスクドライブの動作モードをそれぞ 
れ設定してください。動作モードの設定については、ハードディスクドライブに添付の説明 
書を参照するか、ハードディスクドライブに貼り付けられているラベルを参照してください。 

• SCSI タイプの八ードディスクドライブを使用する場合 

オプションの SCSI コント□ーラボード上の SCSI コネクタにケーブルを接続します。1台 
目を riDoj , 2 台目を riDij に設定します。 scsi ターミネータの設定は「無効」にし 
ます（別売の内蔵 SCSI ケーブルにターミネータコネクタが取り付けられているためで 

す )。 

• SATA タイプのハードディスクドライブを使用する場合 

特に設定はありません。 


取り付け 


次に示す手順でハードディスクドライブを取り付けます。 


1. 144ページを参照して準備をする。 


2. ディスクベイに八ードディスクドライブを搭載している場合は、八ードディスクド 
ライブに接続しているケーブルをすべて取り外す。 


3. ディスクベイを固定しているネジ 
2本を外す。 
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4. ディスクベイを取り外す。 



5. 八ードディスクドライブの基板面 
を上にして置き、その上にデイス 
クベイを静かにていねいに置く。 



^ ハードディスクドライプとディスクペイの向きについて図を参照して確認し 
Ifl^l てください。またハードディスクドライブとディスクペイにあるネジ穴が合つ 
ていることも確認してください。 



w-O ネジは本装置に添付のネジを使用してください。 

Ito このネジは特殊ネジです。八ードディスクドライブを増設する際このネジが必 
要となりますので、使用していないネジは大切に保管してください。 











ハードウェア編 151 


7. ディスクベイをしっかりと持ち、 
本体のフック （2 個）をディスク 
ベイの穴に通して置き、前面ヘス 
ライドさせる。 




✓ ディスクベイの取り付けの際に電源ケーブルなどを挟んでいないこと 
を確認してください。 


9. 電源ケーブルとインターフェース 
ケーブルを接続する。 



電源ケーブルのコネクタにケーブルキャップが取り付けられている場合は、取 
り外してください。また、取り外したケーブルキャップは大切に保管しておい 
てください。 
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^ • 接続するコネクタを確認してください。マザーボード上の 「SATA1」 

g エックI コネクタに接続したケーブルはディスクペイ1に取り付けたハードディ 

スクへ、 rSATA2J コネクタに接続したケープルはディスクベイ2に取 
り付けたハードディスクドライプへ接続します。 



• 電源ケープルはインタフェースケープルの下を通るようにケープリンク' 

してください。 


<オプションポードに接続する場合> 

インタフェースケーブルは各オプションボードに添付のケーブルを接続してくださ 
し、この後の 「 SCSI コント□ーラ」の項を参照してください。 

10. 手順1と逆の手順で本体を組み立てる。 

11. BIOS セットアップユーティリティを起動して、 BIOS からハードディスクドライ 
ブが正しく認識されていることを確認する （ 176ページ)。 
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コンフイグレーシヨン 

シリアル ATA ハードディスクドライブやオプションの RAID コント□ーラボードに接続した 
ハードディスクドライブは RAID を構築するためのコンフィグレーションを行います。 

• シリアル ATA 八ードディスクドライブ 


単体ハードディスクドライブとしての使用に加え、 RAIDO と RAID1 によるディスクアレ 
イを構築することができます。 

— RAIDO (ストライビング） 

2台のハードディスクドライブに対してデータを分散して記録する方法です。この 
方法を「ストライピンク'」と呼びます。2つのハードディスクドライブへ処理を分 
散させることによりハードディスクドライブ単体で使用しているときに比べデイス 
クアクセス性能を向上させることができます。 


• データを2台のハードディスクドライブに分散して記録しているためア 
レイを構成している八ードディスクドライブが1台でも故障するとデー 
夕の復旧はできません。 

• アレイの論理容量は、接続されたハードディスクドライブの整数倍とな 
ります。 


- RAID 1 (ミラーリング） 

2台のハードディスクドライブに対して同じデータを記録する方法です。この方法 
を「ミラーリング」と呼びます。データを記録するときに同時に2台のハードディ 
スクドライブに記録するため、使用中に一方のハードディスクドライブが故障して 
も、もう一方の正常なハードディスクドライブを使用してシステムタ'ウンすること 
なく継続して運用することができます。 


_"〇 • データを2台の八ードディスクドライブへ同時にリード/ライトしている 

ため、単体ディスクに比べてディスクアクセス性能は劣ります。 

• アレイの論理容量は、接続された八ードディスクドライブ1台と同じと 
なります。 


ディスクアレイのコンフィグレーションについては207ページを参照してくださ 
し、またディスクアレイの状態の監視と管理は Adaptec Storage Manager™ を使 
用します。詳しくは「ソフトウェア編」または「オンラインドキュメント」を参照 
してください。 

• オプションポードに接続した八ードディスクドライブ 

この後に説明している 「SCSI コント□ーラ」、「ディスクアレイコント□ーラ」を参照し 
て使用するユーティリティや管理ソフトウェアを確認してください。 
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取り外し 

次に示す手順でハードディスクドライブを取り外します。 


• ハードディスクドライブ内のデータについて 

取り外した八ードディスクドライブに保存されている大切なデータ（例 
えば顧客情報や企業の経理情報など）が第三者へ漏洩することのないよ 
うにお客様の責任において確実に処分してください。 

Windows の「ゴミ箱を空にする」操作やオペレーティングシステムの 
「フォーマット」コマンドでは見た目は消去されたように見えますが、実 
際のデータは八ードディスクドライブに書き込まれたままの状態にあり 
ます。完全に消去されていないデータは、特殊なソフトウェアにより復 
元され、予期せぬ用途に転用されるおそれがあります。 

このようなトラブルを回避するために市販の消去用ソフトウェア（有償） 
またはサービス（有償）を利用し、確実にデータを処分することを強く 
お勧めします。データの消去についての詳細は、お買い求めの販売店ま 
たは保守サービス会社にお問い合わせください。 

• 電源ケーブルを取り外すときは、次の注意を守ってください。 

ー ケーブルをねじらない。 

ーケーブル部分を持って引っ張らない。 

ー コネクタ部分を持ってまっすぐに引き抜く。 

• ディスクベイ2に取り付けていたハードディスクドライブを取り外した 
まま使用する場合は、接続していた電源ケーブルのコネクタにケーブル 
キャップをつけてください。ケーブルキャップは出荷時に電源ケーブル 
に取り付けられていたものです（または付属品として添付されている場 
合もあります)。 


1. 144ページを参照して準備をする。 

2. 八ードディスクドライブに接続しているケーブルをすべて取り外す。 

3. 「取り付け」の手順3〜6を参照してディスクベイを取り外す。 

4. 「取り付け」の手順7、8を参照して八ードディスクドライブを取り外す。 

5. 八ードディスクドライブを交換する場合は、八ードディスクドライブをディスクべ 
イに取り付ける。 

6. 「取り付け」の手順9〜14を参照してディスクベイを取り付け、ケーブルを接続す 
る 0 

7. 手順1と逆の手順で本体を組み立てる。 
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DIMM 

DIMM (Dual Inline Memory Module ) は、本体のマザーボード上の DIMM ソケットに取り付 
けます。 

マザーボード上には DIMM を取り付けるソケットが4個あります。 

メモリは最大 8 GB まで増設できます。 


• D 旧 M は大変静電気に弱い電子部品です。本体の金属フレーム部分など 
に触れて身体の静電気を逃がしてから DIMM を取り扱ってください。ま 
た、ボードの端子部分や部品を素手で触ったり、 DIMM を直接机の上に 
置いたりしないでください。静電気に関する説明は143ページで詳しく 
説明しています。 

• 弊社で指定していない DIMM を使用しないでください。サードパーティ 
の DIMM などを取り付けると、 DIMM だけでなく本体が故障するおそれ 
があります。また、これらの製品が原因となった故障や破損についての 
修理は保証期間中でも有料となります。 


また、本装置ではメモリの Dual Charnel メモリモードをサボートしています。 

Dual Charnel メモリモードで動作させるとメモリのデータ転送速度が2倍となります。 



マザーボード 


出荷時には、 DIMM #1に 
DIMM を搭載しています。 
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DIMM の増設順序 

DIMM は 、 Dual Charnel メモリモードを使用する場合と使用しない場合で増設順序や増設単 
位が異なります。 

• Dual Channel メモリモードを使用しない場合 

増設単位および増設順序に制限はありません。 

• Dual Channel メモリモードを使用する場合 

次の条件を守ってください。 

- 2枚単位で取り付けてください。 

- 取り付ける2枚のメモリは同じ容量で同じ仕様のものを使ってください。 

- 取り付けるス□ットはスロット1と3、または2と4を一組としてください（使用す 
る組に順序はありません)。 

次に搭載例を示します。 


搭載例 

Dual Channel 

メモリモード 

ス□ット1 

ス□ット2 

ス□ット 3 

ス□ット 4 

例 1 

動作する 

512MB 

DIMM ( 標準） 

( 未搭載） 

512MB 

DIMM 

( 未搭載） 

例 2 

動作する 

512MB 

DIMM ( 標準） 

1GB 

DIMM 

512MB 

DIMM 

1GB 

DIMM 

例 3 

動作しない 

512MB 

DIMM ( 標準） 

1GB 

DIMM 

512MB 

DIMM 

( 未搭載） 

例 4 

動作しない 

512MB 

DIMM ( 標準 ) 

1GB 

DIMM 

( 未搭載） 

1GB 

DIMM 


取り付け 

次の手順に従って DIMM を取り付けます。 


1. 144ページを参照して準備をする。 


2. エアダクトのクリップ （1 個）を 
持ち上げて反時計回りにまわして 
ネジをゆるめる。 



ドライバなどでネジを外す必要はありません。クリップを持ち上げて回すとネ 
ジは外れます。 
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3. エアダクトをまっすぐ持ち上げて 
取り外す。 



離 〆 / ケープルをひっかけていないことを確認してください。 

g エック| 


4. 取り付ける DIMM ソケットの両端 
にあるレバーを左右に広げ、 
DIMM をソケットにまっすぐ押し 
込む。 



^ DIMM の向きに注意してください。 DIMM の端子側には誤挿入を防止するため 

i エック I の切り欠きがあります。 


DIMM が DIMM ソケットに差し込まれるとレバーが自動的に閉じます。 

5. 手順1で取り外した部品を取り付ける。 

エアダクトを取り付ける際に次の点を確認してください。 

• マザーボード上のコネクタやピン、電子部品にぶつがっていないこと。 

• 電源ユニット側にある電源ケーブルがエアダクトの上に配置されていな 
いこと。 


6. 本体の電源を ON にして POST の画面でエラーメッセージが表示されていないこと 
を確認する。 

POST のエラーメッセージの詳細については272ページを参照してください。 

7. 巳 IOS セットアップユーティリティを起動して 「 Advanced 」 メニューの 
「Memory Configuration 」 で増設した DIMM が巳 IOS から認識されていること 
(画面に表示されていること）を確認する （187 ページ参照)。 
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8. 「 Advanced 」 メニユーの 「Reset Configuration Data 」 を 「 Yes 」 にする 0 

ハードウエアの構成情報を更新するためです。詳しくは186ページをご覧くださ 
い。 

9. ページングファイルサイズを推奨値以上に設定する。 

推奨値：搭載メモリ x 1.5 以上 

(Windows Server 2003は33ページ 、 Windows 2000は68ページを参照） 


取り外し 

次の手順に従って DIMM を取り外します。 


• 故障した DIMM を取り外す場合は、 POST や ESMPR 〇で表示されるエ 

F ェック I ラーメッセージを確認して、取り付けている DIMM ソケットを確認して 

ください。 

• DIMM は最低1枚搭載されていないと装置は動作しません。 


2 . 


144ページを参照して準備をする。 

エアダクトをまっすぐ持ち上げて 
取り外す。 



ケープルをひっかけていないことを確認してください。 

If エック| 


3. 取り外す DIMM のソケットの両側 
にあるレノ（一を左右にひろげる。 

□ ックが解除され DIMM を取り外 
せます。 
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4. 手順1と2で取り外した部品を取り付ける。 

^ エアダクトを取り付ける際にマザーボード上のコネクタやピン、電子部品に ぶ 
I チェック 1 つかっていないことを確認してください。 

5. 本体の電源を ON にして POST の画面でエラーメッセージが表示されていないこと 
を確認する。 

POST のエラーメッセージの詳細については272ページを参照してください。 

6. 「 Advanced 」 メニューの 「Reset Configuration Data 」 を 「 Yes 」 にする 0 

ハードウエアの構成情報を更新するためです。詳しくは186ページをご覧くださ 
い0 

7. 故障した DIMM を交換した場合は、 BIOS セットアップユーティリティを起動して、 
「 Advanced 」 メニューの 「Memory Configuration 」 で 、 「Memory Retest 」 

を 「 Yes 」 にして再起動する。 

エラー情報をクリアするためです。詳しくは187ページをご覧ください。 

8. ページングファイルサイズを推奨値以上に設定する。 

推奨値:搭載メモリ x 1.5 以上 

(Windows Server 2003は33ページ 、 Windows 2000は68ページを参照） 






160 内蔵オプションの取り付け 


PCI ポード 

本体のマザーボード上にはライザーカードが搭載されています。ライザーカードには 、 PCI 
EXPRESS ボードを取り付けることのできるス□ットが1個と PCI - X ボードを取り付けること 
のできるス□ットが1個あります。 


_"〇 pci ポードやライザーカードは大変静電気に弱い電子部品です。本体の金属フ 
Ito レーム部分などに触れて身体の静電気を逃がしてからボードを取り扱ってく 
ださい。また、 PCI ポードおよびライザーカードの端子部分やポードに実装さ 
れている部品の信号ピンに触れたり、 PCI ポードおよびライザカードを直接机 
の上に置いたりしないでください。静電気に関する説明は143ページで詳しく 
説明しています。 


ライザーカード 






ス□ット 
(バス A ) 

ス□ット 

(バス B ) 





PCIe#l 

PCI - X #2 


型名 

部ロロ名 

PCI ス□ツト性能 

x8 レーン 

64 bit /133 MHz 

備考 



ス□ツトサイズ 

Low Profile 

Full Height 




PCI ボードタイプ 

x8 ソケット 

3.3 V 




搭載可能なポードタイプ 

MD 2 

ショート 


N 8103 -65 

SCSI コント□ーラ 

- 

O 


N8 103-75 

SCSI コント□ーラ 

- 

O 


N8 103-80 

ディスクアレイコント□—ラ (Ich) 

- 

〇 


N8 190- 105 

Fibre Channel コント□ーラ 

- 

- 

氺 

N 8104 -103 

1000 BASE-T 接続ボード 

- 

〇 


N 8104 -113 

1000 BASE-T 接続ボード (2ch) 

- 

〇 


N8 104- 104 

1000 BASE-T 接続ボード 

- 

- 

氺 

N 8104 -109 

1000 BASE-SX 接続ボード 

— 

- 

氺 

N8104-112 

1000 BASE-SX 接続ボード 

- 

〇 


N8 104-88 

100 BASE-TX 接続ボード 

- 

- 

氺 

N8104-111 

100 BASE-TX 接続ボード 

- 

〇 


N8 104-86 

100 BASE-TX 接続ボード (2ch) 

- 

〇 


N8191-07 

ICMB コネクタ 

— 

〇 

N81 15-01 リモートマ 
ネージメントカード必須 

N 8103 -95 

SCSI コント□—ラ 

- 

〇 


N 8190 -126 

SCSI コント□—ラ 

- 

〇 


N 8190 -12 〇 

Fibre Channel コント□ーラ 

- 

- 


N 8104 -115 

1000 BASE-T 接続ボード 

- 

- 

氺 

N8104-114 

1000 BASE-T 接続ボード 

〇 

- 



* 実装する場合は N 81 16-05 ライザーカードと交換必要 
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• N 81 16-05 ライザーカードと交換した場合 





ス□ット（バス A ) 





PCI - X #! 

PCI - X #2 


型名 

口 B ロロも 

PCI ス□ット 

64 bit /133 MHz 

備考 

ス□ツトサイズ 

Low Profile 

Full Height 



PCI ポードタイプ 

3.3 V 




搭載可能なボードタイプ 

MD 2 

シヨート 


N 8103 -65 

SCSI コント□—ラ 

〇 

〇 


N8 103-75 

SCSI コント□—ラ 

O * 

〇 


N8 103-80 

ディスクアレイコント□—ラ （Ich) 

O * 

〇 

PCI#1 への取り付けに 
ついては162ページを 
参照。 

N8 190- 105 

Fibre Channel コント□—ラ 

〇 

- 


N8 104- 103 

1000 BASE-T 接続ボード 

- 

〇 


N 8104 -113 

1000 BASE-T 接続ボード (2ch) 

- 

〇 


N 8104 -104 

1000 BASE-T 接続ボード 

o 

— 

いずれか1枚のみ搭載 
可。 AFT 時は N8104- 
103と104、もしくは 

N 8104 -112 と109の 
組み合わせで搭載可。 

N8 104- 109 

1000 BASE-SX 接続ボード 

〇 

" 

N 8104 -112 

1000 BASE-SX 接続ボード 

- 

〇 


N 8104 -88 

1〇 0BASE-TX 接続ボード 

O 

- 


N 8104-111 

1〇 0BASE-TX 接続ボード 

- 

〇 


N 8104 -86 

1〇 0BASE-TX 接続ボード (2ch) 

- 

〇 


N819 1-07 

ICMB コネクタ 

— 

〇 

N81 15-01 リモートマ 
ネージメントカード必須 

N8 103-95 

SCSI コント□—ラ 

〇 

〇 


N 8190 -126 

SCSI コント□—ラ 

〇 

〇 


N 8190 -120 

Fibre Channel コント□—ラ 

〇 

- 


N 8104 -115 

1〇〇 0BASE-T 接続ボード 

〇 

- 


N 8104 -114 

1〇〇 0BASE-T 接続ボード 

- 

- 



内部接続は不可 


































162 内蔵オプションの取り付け 


取り付け 

次の手順に従って pci ボードス□ットにボードを取り付けます。 


^ • PCI ボードを取り付けるときは、ボードの接続部の形状と PCI ボードス 

□ットのコネクタ形状が合っていることを確認してください。 

• 内蔵ハードディスウに接続するボードは形状に関係なく、ライザーカー 
ドのフルハイト側に取り付けてください。 


本装置に取り付けることのできる PCI ボードはショートタイプのみです。□ン 
グタイプは取り付けることができません。 


1. 144ページを参照して準備をする。 

2. ライザーカードの両端を持って 
まつすぐ持ち上げて本体から取り 
外す。 


3. ライザーカードからネジ1本を外 
し、増設ス□ットカバーを取り外 
す0 




取り外した増設スロットカバーは、大切に保管しておいてください。 
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4. ライザーカードに PCI ポードを取 
り付ける。 

ライザーカードのス□ット部分と 
PCI ボードの端子部分を合わせ 
て、確実に差し込みます。 



w-O • ライザーカードや pci ポードの端子部分およびポードに実装されている 
raa 電子部品の信号ピンには触れないでください。汚れや油が付いた状態で 

取り付けると誤動作の原因となります。 

• うまくボードを取り付けられないときは、ポードをいったん取り外して 
から取り付け直してください。ポードに過度の力を加えると pci ポード 
やライザーカードを破損するおそれがありますので注意してください。 


✓ PCI ボードのブラケットの端が、ライザーカードのフレーム穴に差し込まれて 
いることを確認してください。 


5. PCI ポードを手順3で外したネジで固定する。 











164 内蔵オプシヨンの取り付け 


6. SCSI コント□—ラを取り付けた 
場合、折ったインタフエ _ スケ _ 
ブルと LED 中継ケーブルをポード 
に接続する。 

LED 中継ケーブルのもう一方のコ 
ネクタはマザーボード上の LED コ 
ネクタに接続されています。 


LED 中継ケーブルのコネクタを取 
り付けるボードにある LED 
Active ピンに接続します。色に 
よつて接続するピンが違います。 
右図を参照して接続してくださ 
い。 



図中の黒丸が 黒色のケーブル 赤色のケーブルを 



[N81 03-80 ディスクアレイコント□—ラの場合] 
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7. ライザ _ 力 _ ドをマザ _ ポ _ ドの 
ス□ットに接続する。 

ライザーカードの端子部分とマ 
ザーボード上のス□ット部分を合 


わせて、確実に差し込みます。 



^ 差し込む際にライザーカードのフレームにある、筐体フレームに引っかけるた 
f エック| めのツメが正しく勘合していることを確認してください。また、差し込んだ後、 
図のようにライザーカードのフレームを指で押し、ライザーカードの端子部分 
が完全に見えなくなるまで押し込んでください。 


8. 取り外した部品を取り付ける。 

9. 本体の電源を ON にして POST の画面でエラーメッセージが表示されていないこと 
を確認する。 

POST のエラーメッセージの詳細については272ページを参照してください。 

10. 巳 I 0 S セットアップユーティリティを起動して、 「 Advanced 」 メニューの 
fReset Configuration Data 」 を 「 Yes 」 にする。 


ハードウエアの構成情報を更新するためです。詳しくは186ページをご覧くださ 
い。また、必要に応じて搭載したボードが持つオプション ROM の展開をするかど 
うかを確認してください。 










166 内蔵オプションの取り付け 


取り外し 

ボードの取り外しは、取り付けの逆の手順を行ってください。 

ボードをしっかりと持って取り外してください。また、取り外しの際に本体が動かないよう 
別の人に本体を押さえてもらいながら取り外しを行ってください。 


_"〇 PCI ス□ットに搭載したオプションの LAN ポードに接続したケーブルを抜く 
ときは、コネクタのツメが手では押しにくくなつているため、マイナスドライ 
バなどを使用してツメを押して抜いてください。その際に、マイナスドライバ 
などが LAN ポートやその他のポートを破損しないよう十分に注意してくださ 
し、0 


ボードを取り外したまま運用する場合は、ライザーカードに取り付けられていた増設ス□ッ 
トカバーを必ず取り付けてください。増設ス□ットカバーはネジで固定してください。 


W "0 ボードの取り外しや交換•取り付けスロットの変更をした場合は BIOS セット 
Ifa アップユーテイリテイを起動して、 「 Advanced 」 メニューの rReset Con ¬ 
figuration Data 」 を 「 Yes 」 にして、ハードウェアの構成情報を更新してく 
ださい。 
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SCSI コント □ —ラ 

SCSI コントローラを搭載すると内蔵のハードディスクドライブに SCSI タイプを使用するこ 
とができます。 SCSI タイプの内蔵ハードディスクドライブを使用している場合は、増設した 
SCSI コント□ーラに外付けの SCSI 機器を接続することはできません。 

次の手順に従ってボードの取り付け、ハードディスクドライブの交換、ケーブルの交換をし 
てください。 


_"〇 scsi コント□ーラは大変静電気に弱い電子部品です。本体の金属フレーム部 
分などに触れて身体の静電気を逃がしてからポードを取り扱ってください。ま 
た、ポードの端子部分や部品を素手で触ったり、ポードを直接机の上に置いた 
りしないでください。静電気に関する説明は143ページで詳しく説明していま 
す0 


秦^ SCSI コントローラを取り付ける場合は、 BIOS セットアップユーティリティの 
g エック I 「 Advanced 」 メニ ューの 「PCI Configuration 」 で rPCI Slot n Option ROMJ 
(n :ス□ット番号）のパラメータが 「 Enabled 」 になっていることを確認して 
ください。 


ケーブルの折りたたみ 

別売のインタフェースケーブル ( K 410-14 K 00)) を取り付ける場合、ケーブルの折りたたみが 
必要です。この後の「ディスクアレイコント□ーラ」を参考にケーブルを折りたたんでくだ 
さい。 



SCSI コントローラに接続するコネクタ側は SCSI コントローラにあるコネクタ 
の位置にあわせて折り曲げて長さを調節してください。 


取り付け 


次の手順に従って PCI ボードス □ッ トに SCSI コントローラを取り付けます。 


1. 144ページを参照して準備をする。 

2. 「ハードディスクドライブ」の「取り付け」の手順5〜10を参照して SCSI タイプ 
のハードディスクドライブを取り付ける。 


^ 取り付ける前に SCSI ID の設定を確認してください。ディスクベイ1に取り付け 
民エック I るハードディスクドライプを SCSI ID ◦に、ディスクペイ2に取り付けるハード 
ディスクドライブを SCSI ID 1 に設定します。 


3. SATA ケーブル / SATA 電源ケーブルを本体から取り外す。 

コネクタ部分を持ってまっすぐ引き抜いてください。 


取り外したケーブルは、大切に保管しておいてください。 

















168 内蔵オプションの取り付け 


4. K 410-141 に添付の電源ケーブルをマザーポードの電源コネクタに接続する。 

5. 電源ケーブルを八ードディスクドライブのコネクタ付近に置く。 

6. ケーブルホルダを取り付けてネジで固定する。 

7. 「 PCI ポード」の「取り付け」の手順を参照して SCSI コント□-ラを取り付ける。 

8. 電源ケーブルを八ードディスクドライブに接続する。 

手順4でマザーボードに接続した電源ケーブルを接続します。 

電源ケーブルは SCSI ケーブルの下を通してください。 

9. SCSI ケーブルをマザーボード用の電源ケーブルの上を通るように配線した後、 
ケーブルホルダの溝のところを通るように配線し、八ードディスクドライブと接続 
する。 


ケーブルの配線時に PCI ライザーカード、システム FAN ブラケットが浮かない 
ように注意してください。 


10. 手順1で取り外した部品を取り付ける。 

11. 本体の電源を 0 N にして POST の画面でエラーメッセージが表示されていないこと 
を確認する。 

POST のエラーメッセージの詳細については272ページを参照してください。 

12. 必要に応じて SCSI BIOS ユーティリティを起動して使用環境に合った設定をする。 

詳しくはボードに添付の説明書を参照してください。 


取り外し 

ボードの取り外しは、取り付けの逆の手順を行ってください。 

また、ボードを取り外したまま運用する場合は、ライザーカードに取り付けられていた増設 
ス □ッ トカバーを必ず取り付けてください。増設ス □ッ トカバーはネジで固定してください。 


設定と管理 

SCSI コント□ーラに接続しているデバイスとの転送レートなどの設定は、 SCSI コント□一 
ラ上のチップに搭載されている [ SCSISelect ] ユーティリティなどを使用します。 
SCSISe / ecrt ま本体の電源を〇 N にした直後に起動する POST の途中で起動することができま 
す。詳しくは、 SCSI コントローラに添付の説明書を参照してください。 

SCSI デバイスは、本体に添付の 「 EXPRESSBUILDER 」 CD - R 〇 M に格納されているユー 
ティリティ 「 ESMPR 〇」で管理することができます。インストールの方法や操作の詳細につ 
いては、「ソフトウェア編」または EXPRESSBUILDER に格納されているオンラインドキュメ 
ントを参照してください。 
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ディスクアレイコント□ーラ 

「ディスクアレイコントローラ」は、データの信頼性を向上させるために用意されたオプショ 
ンの pci ボードです。 

このボードを取り付けると、本体内蔵のハードディスクドライブやオプションのディスク増 
設ユニットに搭載したハードディスクドライブを「ディスクアレイ構成」で使用することが 
できます。 


詞"〇 • ディスクアレイコント□ーラは大変静電気に弱い電子部品です。本体の 
Pa 金属フレーム部分などに触れて身体の静電気を逃がしてからディスクア 

レイコント□ーラを取り扱ってください。また、ディスクアレイコント 
□ーラの端子部分や部品を素手で触ったり、ディスクアレイコント□一 
ラを直接机の上に置いたりしないでください。静電気に関する説明は 
143ページで詳しく説明しています。 

• ディスクアレイ構成に変更する場合や、 RA 旧を変更する場合は、八一 
ドディスクドライブを初期化します。ディスクアレイとして使用する 
八ードディスクドライブに大切なデータがある場合は、バックアップを 
別の八ードディスクドライブにとってからポードの取り付けやディスク 
アレイの構築を行ってください。 

• ディスクアレイを構築するには2台以上のハードディスクドライブが必 
要です。 

• ハードディスクドライブはパックごとに同じ容量 • 性能を持ったものに 
してください。 


^ ディスクアレイコント□—ラを取り付ける場合は、 BIOS セットアップユー 
g エックI テイリテイの 「Advanced」 メニューの 「PCIConfiguration」 で rPCI Slot n 
Option ROM」（n :スロット番号）のパラメータが 「Enabled」 になっている 
ことを確認してください。 



RAID 1 のディスクアレイ構成にすると、ディスクの信頼性が向上するかわりに 
ディスクアレイを構成するハードディスクドライブの総容量に比べ、実際に使 
用できる容量が小さくなります。 


本体内蔵型のハードディスクドライブでサポートしている RAID レベルとその説明は以下のとおり 
です。 

• RAIDO (ストライビング） 

2台のハードディスクドライブに対してデータを分散して記録する方法です。この方法 
を「ストライピンク'」と呼びます。2つのハードディスクドライブへ処理を分散させる 
ことによりハードディスクドライブ単体で使用しているときに比べ、ディスクアクセス 
性能を向上させることができます。 



• データを2台のハードディスクドライブに分散して記録しているためア 
レイを構成している八ードディスクドライブが1台でも故障するとデー 
夕の復旧はできません。 

• アレイの論理容量は、接続されたハードディスクドライブの整数倍とな 
ります。 











170 内蔵オプションの取り付け 


• RAID1 (ミラーリング） 

2台のハードディスクドライブに対して同じデータを記録する方法です。この方法を 
「ミラーリング」と呼びます。データを記録するときに同時に2台のハードディスクドラ 
イブに記録するため、使用中に片方のハードディスクドライブが故障してももう片方の 
正常なハードディスクドライブを使用してシステムタ'ウンすることなく継続して運用す 
ることができます。 


• データを2台のハードディスクドライブへ同時にリード/ライトしている 
ため、単体ディスクに比べてディスクアクセス性能は劣ります。 

• アレイの論理容量は、接続されたハードディスクドライブ1台と同じと 
なります。 


ケーブルの折りたたみ 


ディスクアレイコント□ーラにインタフェースケーブルを取り付ける場合、ケーブルの折り 
たたみが必要です。以下の図を参考にケーブルを折りたたんでください。 


デイスクアレイ 
コント ローラ 

(SCSI) 側 


山折り 
谷折り 


/ ディスクベイ2へ 

ここで折り曲げて長さを 
調節してください 


ディスクベイ1へ 


ターミネータ 


<できあがり図> デイスクベイ2へ 



取り付け 


ディスクアレイコント□ーラの取り付けは 「 PCI ボード」を参照してください。本体内蔵のハー 
ドディスクドライブをディスクアレイ構成にする場合は、別売の内蔵 SCSI ケーブルが必要です。 
ケーブルの配線については、 「 SCSI コント□ーラ」 （167 ページ）を参照してください。 


p-O 

N 8 103-80 ディスクアレイコント□ーラを PCI - X #1 に取り付ける場合は次 

朝 

の注意を守ってください。 


• 

ディスク増設筐体に接続する場合のみ、 PCI-X #1に取り付けることが 
できます。 


• 

取り付け後に BIOS セットアップユーティリティの 「 Advanced 」 メ 
ニューの rPCI Slot 1 Option ROM 」 を 「 Disabled 」 に設定してくだ 
さい0 


• 

シームレスセットアップを使った 0 S の再インス1-ールをする場合は取 
り外しておいてください。シームレスセットアップの終了後に取り付け 
てください。 
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取り外し 


ボードの取り外しは、取り付けの逆の手順を行ってください。 

また、ボードを取り外したまま運用する場合は、ライザーカードに取り付けられていた増設 
ス □ッ トカバーを必ず取り付けてください。増設ス □ッ トカバーはネジで固定してください。 


内蔵の八ードディスクをディスクアレイ構成にする場合 

ディスクアレイコント□ーラを取り付けて内蔵のハードディスクドライブをディスクアレイ 
構成にする場合は、次の点について確認してください。 

• 同じ容量を持つ SCSI タイプのハードディスクドライブを2台搭載していること。 

• ディスクアレイ構成の RAID (Redundant Arrays of lnexpensive [ lndependent ] Disks ) 
レベルの 「 RAIDO 」 と 「 RADI 」 のうちのいずれかの RAID レベルを選択•設定すること。 

内蔵のハードディスクドライブにシステムをインストールする場合は、「シームレス 
セットアップ」を使用して、 RAID の構成から〇 S のインストール、セットアップまでを 
することをお勧めします。システムをインストールしない場合も、シームレスセット 
アップの「オペレーティングシステムの選択」で[その他]を選択すると、ディスクア 
レイの構成から保守用パーティションの設定と保守ユーティリティのインス I -ールまで 
を自動でインストーラがセットアップします。マニュアルでセットアップする場合は、 
ボード上のチップに搭載されている 「MegaRAD Configuration Utility 」 を使用します。 
MegaRAID Configuration Utility は本体の電源を〇 N にした直後に起動する POST の途中 
で起動することができます。詳しくは、ボードに添付の説明書を参照してください。 


ディスク増設ユニットをディスクアレイ構成にする場合 

ディスク増設ユニットは、ハードディスクドライブを最大14台取り付けることのできる専用 
のデバイスです。ディスクアレイコント□ーラを取り付けることで1台接続できます（ディ 
スク増設ユニットについての詳しい説明については、それぞれのデバイスに添付の説明書を 
参照してください）。 



ディスク増設ユニットには、ハードディスクドライブと SCSI ケーブルは添付 
されていません。別途購入してください。 


ディスク増設ユニットを接続後、ボード上のチップに搭載されている 「MegaRAID 
Configuration Utility 」 を使って、ディスク增設ユニットをディスクアレイ構成 ( RAID 0 または 
RAID 1、 RAIDS、RAID 10( RAD 1 のスパン)、 RAID 50( RAID 5 のスパン))に設定してください。 
設定の詳細とその方法については、ディスクアレイコント□ーラに添付の説明書を参照してくだ 
さい。ディスク増設ユニットをディスクアレイ構成に設定すると、ディスク増設ユニットに取り 
付けたハードディスクドライブのうちのどれかが故障してデータが破壊されても、ディスクアレ 
イコント□ーラが持つ「オートリビルド」機能によってデータを復旧することができます（電源 
が ON のまま故障したディスクを交換（ホットスワップ）してください）。 



デイスクアレイ構成の RAID (Redundant Arrays of Inexpensive [ Independent ] 
Disks ) レベルの 「 RAIDO 」 と 「 RAID 1」、「 RAID 5」、「 RAID 10」、「 RAID 50」 を 
サボートします。データ転送速度や RAID 、 アレイ構成についての詳細な説明 
は、ディスクアレイコントローラに添付の説明書を参照してくださし、。 
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リモートマネージメントカード (RMC) 


リ モー トマネージメント カー ド ( RMC ) は、業界標準のサーバマネージメントインタフェース 
である IPMI 1.5 準拠のベースボードマネージメントコント□—ラ ( BMC ) を搭載した本体管理 
用の拡張カードです。 RMC を装着すると次の機能が加わります。 

• 電源ユニットの監視 

• 温度/電圧 / FAN の監視 

• 本体前面の STATUS ランプによる状態表示 （109 ページ） 

• DianaScope による LAN / WAN 経由でのリモート制御（本体装置のリセット、電源 ON / 
OFF 、 システムイベントログ ( SEL ) の確認など） 

• ESMPR 〇を利用した本体管理 • 監視 • 通報機能の拡張（詳細は4ページを参照） 



RMC は大変静電気に弱い電子部品です。本体の金属フレーム部分などに触れ 
て身体の静電気を逃がしてから RMC を取り扱ってください。また、 RMC の端 
子部分や部品を素手で触ったり、 RMC を直接机の上に置いたりしないでくだ 
さい。静電気に関する説明は143ページで詳しく説明しています。 



リモートマネージメントコネクタ 
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取り付け 


次の手順で取り付けます。 


1. 144ページを参照して準備する。 

2. RMC の裏面に緩衝材を取り付け 
る 0 

緩衝材を2段重ねで1ケ所に貼り 
付けてください。 


3. RMC を斜めにしながら差し込み 
ます。 

RMC の端子部にあるキース □ツ 
卜をマザーボードの RMC コネク 
夕のキーを合わせて差し込む。 


4. RMC を押してマザーポード側へ 
倒す。 


「カチッ」と音がしてロックされ 


ます。 




5. コネクタ左右にあるレバーで 
RMC が固定されていることを確 
認する。 



6. 本体を組み立てる。 
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7. 本体の電源を ON にして POST 画面で以下に示すメッセージ以外のエラーが表示さ 
れていないことを確認する。 

H/W Configuration of BMC is corrupted. 

! !Upda t e BMC H/W Configuration by configuration tool! ! 
! !Re f e r to BMC configuration manual! ! 

POST のエラーメッセージの詳細については 272 ページを参照してください。 

W-O 本装置用の設定を行っていない場合、起動直後の POST に時間がかかります。 


8. 「 EXPRESS 巳 UILDER 」 CD - ROM を CD - ROM ドライブにセットして、 
EXPRESSBUILDER から起動した後、ツールメニューの「リモートマネージメン 
トカードの初期設定」を選択してファームウェアをアップ□ードする。 

詳しくは228ページを参照してください。 

9. SETUP を起動して 「 Server 」 メニューの 「System Management 」 に 「 BMC 」 
に関する項目と 「SDR Revision」、「PIA Revision 」 が表示されていることを確 
認する。 

表示されていない場合は RMC を取り付け直してください。 

1 0. 「 Advanced 」 メニューの 「Reset Configuration Data 」 を 「 Yes 」 にする 0 

ハードウェアの構成情報を更新するためです。詳しくは186ページをご覧くださ 
い。 

11. EXPRESSBUILDER を使ってシステムのバックアップをとる。 


_"〇 故障による交換の際は、保守サービス会社に連絡して、保守員の指示に従って 
操作してください。 



システム情報のバックアップの方法については59ぺージ、または93ぺージで説 
明しています。なお、リストア（復旧）は作業を熟知した保守員以外は行わな 
いでください。 


12. ESMPRO / ServerAgent をインス I -ールしている場合は更新インス I ルする。 

本体の情報を正しく採取するためです。必ず更新インストールを実行してくださ 
し、詳しくは、 ESMPR 〇 / ServerAgent インストレーションガイドを参照してくだ 
さい。 
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取り外し 

1. 144ページを参照し準備する。 


W "0 電源コードを本体から取り外した後、約5秒ほど待ってから作業を続けてくだ 
さい。電源コードを取り外してから3〜4秒ほど RMC は動作を続けている場合 
があります。 RMC の動作が完全に停止してから作業を続けてください。 


2. RMC コネクタの両側にあるク 
リップを開く。 

RMC のロックが解除されます。 



3. RMC をコネクタから抜き取る。 

4. SETUP を起動して 「 Server 」 メニューに 「Event Log Configuration 」 の項目 
が表示されていないことを確認する。 

RMC を取り外すとその他一部のメニューや情報が表示 • 操作できなくなります。 

5. 「 Advanced 」 メニューの 「Reset Configuration Data 」 を 「 Yes 」 にする 0 

ハードウエアの構成情報を更新するためです。詳しくは186ページをご覧くださ 
い0 

6. ESMPRO / ServerAgent をインストールしている場合は更新インス I ルする。 

本体の情報を正しく採取するためです。必ず更新インストールを実行してくださ 
い0 
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システム BIOS のセットアップ ( SETUP ) 


Basic Input Output System ( BIOS ) の設定方法について説明します。 

導入時やオプションの増設/取り外し時にはここで説明する内容をよく理解して、正しく設定 
してください。 



SETUP はハードウェアの基本設定をするためのユーティリティツールです。このユーティリ 
ティは本体内のフラッシュメモリに標準でインストールされているため、専用のユーティリ 
ティなどがなくても実行できます。 

SETUP で設定される内容は、出荷時に最も標準で最適な状態に設定していますのでほとんど 
の場合において SETUP を使用する必要はありませんが、この後に説明するよラな場合など必 
要に応じて使用してください。 



m 


• SETUP の操作は、システム管理者（アドミニストレータ）が行ってく 
ださい。 

• SETUP では、パスワードを設定することができます。パスワードには、 
「 Supervisor 」 と 「 User 」 の2つのレベルがあります。 「 Supervisor 」 
レベルのパスワードで SETUP にアクセスした場合、すべての項目の変 
更ができます。 「 Supervisor 」 のパスワードが設定されている場合、 
「 User 」 レベルのパスワードでは、設定内容を変更できる項目が限られ 
ます。 

• 0 S (オペレーティングシステム）をインス!-ールする前にパスワード 
を設定しないでください。 

• SETUP ユーティリティは、最新のバージヨンがインス!-ールされてい 
ます。このため設定画面が本書で説明している内容と異なる場合があり 
ます。設定項目については、オンラインヘルプを参照するか、保守サー 
ビス会社に問い合わせてください。 
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本体の電源を〇 N にするとディスプレイ装置の画面に POST (Power On Self - Test ) の実行内 
容が表示されます。 「 NEC 」 ロゴが表示された場合は、 < Esc > キーを押してください。 

しばらくすると、次のメッセージが画面左下に表示されます。 


Press <F2> to enter SETUP or Press < FI2> to boot from Network 


ここでく F 2> キーを押すと、 SETUP が起動して Main メニュー画面を表示します。 


以前に SETUP を起動してパスワードを設定している場合は、パスワードを入力する画面が表 
示されます。パスワードを入力してください。 


EnterpasswordU H 

パスワードの入力は、3回まで行えます。3回とも誤ったパスワードを入力すると、本装置は 
動作を停止します（これより先の操作を行えません）。電源を OFR こしてください。 



パスワードには、 「 Supervisor 」 と 「 User 」 の2種類のパスワードがあります 0 
rSuperoisorJ では、 SETUP でのすベての設定の状態を確認したり、それらを 
変更したりすることができます。 「 User 」 では、確認できる設定や、変更でき 
る設定に制限があります。 
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キーと画面の説明 


キーボード上の次のキーを使って SETUP を操作します（キーの機能については、画面下にも 
表示されています)。 


サブメニューがあることを示す 


現在表示しているメニューを示す 


設定項目 



Phoenix cME FirstBIOS Pro Sel 
Server 


Lity 


► System Management 


Item Specific Help 


Additional setup menu to 
view server managment 

► Console Redirection 

► Event Log Configuration 

、 Assert NMI on SERR : 

[Enabled] 

features. 

Post Error Pause : 

[Enabled] 


AC-LINK : 

[Last State] 


Power On Delay Time : 

L 0] 


BMC IRQ : 

[11]\ 


FRB-2 Policy : 

[Retry \ Times] 


Boot Monitor : 

: DisabLeVl 


Boot monitor Policy : 

[Retry 3 VimesH 


Thermal Sensor : 

[Enabled] \ 


Platform Event Filtering 




'オンライン 

ヘルプ 

ウインドウ 


FI 

Esc 


Help 

Exit 


/ 

キーの機能説明 


Select Item 
Select Menu 


Yhange Values 
^Lect ► Sub-Menu 


F9 

F10 


Setup Defaults 
Save and Exit 


パラメータ（選択すると文字が反転する） 


□ カーソルキー（丨、I ) 

画面に表示されている項目を選択します。文字の表示が反転している項目が現在選 
択されています。 

n カーソルキー（―、 —） 

Main や Advanced、Security、Server , Boot、Exit などのメニューを選択します。 

□ <一〉キー/<十〉キー 

選択している項目の値（パラメータ）を変更します。サブメニュー（項目の前に 
「►」がついているもの）を選択している場合、このキーは無効です。 

□ <Ente「> キー 

選択したパラメータの決定を行うときに押します。 
n <Esc> キー 

ひとつ前の画面に戻ります。押し続けると 「Exit」 メニューに進みます。 
n く fi > キー 

SETUP の操作でわからないことがあったときはこのキーを押してくださし、 
SETUP の操作についてのヘルプ画面が表示されます。く Esc> キーを押すと、元の画 
面に戻ります。 

□ <1=9> キー 

現在表示している項目のパラメータをデフォルトのパラメータに戻します（出荷時 
のパラメータと異なる場合があります)。 

□ <F10>+- 

設定したパラメータを保存して SETUP を終了します。 
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設定例 


次にソフトウェアと連携した機能や、システムとして運用するときに必要となる機能の設定例 
をホします。 


日付 • 時間の設定 


日付や時間の設定は、オペレーティングシステム上でもできます。 

「Main」—「System Time」 (時刻の設定) 

「Main」—「System Date」 (日付の設定) 



「 ESMPRO / ServerManager 」 を使ってネットワーク経由で本体の電源を制御する 

「Advanced」—「Advanced Chipset Control」—「Wake On LAN/PME」—「Enabled」 
「Server」—「AC-LINK」—fStay OffJ 


ハードディスクドライブ関連 


八ードディスクドライブの状態を確認する 

「Main」—「Primary IDE Master/Primary IDE Slave」 —表示を確認する 

シリアル ATA ハードディスクドライブで RAID を組む 

「Advanced」 一 H /〇 Device Configuration」 一 rSATA Controller Mode Option」 一 
「Enhanced」—rSATA RAID Enable」—「Enabled」 —再起動後、 RAD のコンフィグ 
レーシヨンをする （207 ページ参照） 

「Load Setup Default 」 や CMOS クリアを行った場合は必ず、 「 Enabled 」 に 
Ito 設定を戻してください。初期値 （「 Disabled 」） のまま起動すると八ードディ 
スクドライブのデータが壊れる場合があります。 


UPS 関連 


UPS と電源連動させる 

- UPS から電源が供給されたら常に電源を ON させる 
「Server」 一 「AC-LINK」 一 「Power On」 

- UPS から電源が供給されても電源を OFF のままにする 
「Server」—「AC-LINK」—「Stay Off」 

















マザーボード 


DIMM#1 
DIMM #2 

DIMM #3 
DIMM #4 



本体背面 
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起動関連 


本体に接続している起動デバイスの順番を変える 

「Boot」— 起動順序を設定する 

POST の実行内容を表示する 

「Advanced」 一 「Boot-time Diagnostic Screen」 一 「Enabled」 

「NEC」 ロゴの表示中に <Esc> キーを押しても表示させることができます。 

コンソール端末から制御する 

「Server」—「Console Redirection」 —それぞれの設定をする 


メモリ関連 


搭載しているメモリ （ DIMM ) の状態を確認する 

「Advanced」—「Memory Configuration」 —表示を確認する 

画面に表示されている DIMM グループとマザーボード上のソケットの位置は下図のよラ 
に対応しています。 


メモリ （ DIMM ) のエラー情報をクリアする 

I7\dvanced」 一 「Memory Conriguratiord 一 「Memory Retest」 一 「Yes」 一 
く Enter〉 キー-^再起動するとクリアされる 



メモリ （ DIMM ) の詳細テストを実行する 

「Advanced」—「Memory Configuration」—「Extended RAM Step」—「1MB」 —再 
起動すると詳細テストを実行する 
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CPU 関連 


搭載している CPU の状態を確認する 

「Main」—「Advanced Processor 〇 ptions」—「Processor 1 CPUID」— 表示を確認する 

CPU のエラー情報をクリアする 

「Main」—「Processor Settings」—「Processor Retest」—「Yes」 —再起動すると 
クリアされる 


キーポー ド関連 


Numlock を設定する 

「Advanced」—「NumLock」—「Off (起動時に無効 ) /On ( 起動時に有効)」 


イベント□グ関連 


イベント□グをクリアする（オプションのリモートマネージメントカードを装着時） 

「Server」 ^ 「Event Log Configuration」 ^ rClear all Event Logs」 一 <Ente「>+ —— ^ 
再起動するとクリアされる 


セキュリティ関連 


BIOS レベルでのパスワードを設定する 

「Security」—rSet Supervisor PasswordJ — パスワードを入力する 

「Security」—「Set User PasswordJ —パスワードを入力する 

管理者パスワード （Supervisor）、 ューザーパスワード (User) の順に設定します 0 


外付け周辺機器関連 


外付け周辺機器に対する設定をする 

「Advanced」— 「1/〇 Device Configuration」 —それぞれの機器に対して設定をする 


内蔵機器関連 


ディスクアレイコント□ーラポードまたは SCSI コント□ーラなどを取り付ける 

「Advanced」—「PCI Configuration」—「PCI Slot n Option ROM (n :ス□ット番号）」 
「Enabled」 

八ードウエアの構成情報をクリアする（内蔵機器の取り付け/取り外しの後） 

「Advanced」 一 fReset Configuration Data」 一 「Yes」 
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設定内容のセーブ関連 


本体標準装備の HostRA 旧を 使用してシリアル ATA 八 ー ド ディスク ドライブ 
居^ をディスク アレイで使用している場合は必ず、 「 Advanced 」 — 「 I/ODevice 
Configuration」— 「SATA Controller Mode Option] -► 「 Enhanced」— 
rSATA RAID Enable 」 を 「 Enabled 」 に設定してください。初期値 （ 
「 Disabled 」 ） のまま起動すると八ード ディスク ドライブの データ が壊れる場 
合があります。 

BIOS の設定内容を保存して終了する 

「Exit」 一 「Exit Saving Changes」 

変更した BIOS の設定を破棄して終了 

「Exit」 一 「Exit Discarding Changes」 

BIOS の設定をデフオルトの設定に戻す 

『Exit」 一 rLoad Setup Defaultsj 

変更した BIOS の設定を破棄する 

「Exit」 一 「Discard Changes」 

現在の設定内容を保存する 

「Exit」—「Save Changes」 
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バラメータと説明 


SETUP には大きく 6種類のメニューがあります。 

• Main メニュー 

• Advanced メニュー 

• Security メニュー 

• Server メニュー 

• Boot メニュー 

• Exit メニュー 

このメニューの中からサブメニューを選択することによって、さらに詳細な機能の設定ができ 
ます。次に画面に表示されるメニュー別に設定できる機能やパラメータ、出荷時の設定を説明 
をします。 


Main 

SETUP を起動すると、はじめに Main メニューが表示されます。項目の前に「►」がついてい 
るメニューは、選択して <Ente「> キーを押すとサブメニューが表示されます。 


Phoenix cME FirstBIOS Pro Setup Utility 


Advanc 




[[0:18:58] 

Item Specific Help 

System Time : 





System Date : 

[05/23/2005] 

く Tab>, く Shift — 

Tab>, or 

Legacy Diskette A : 

[1.44/1.25 MB 3 ン 2 "] 

<Enter> selects 

field. 

Legacy Diskette B : 

[Disabled] 



Hard Disk Pre-Delay : 

[Disabled] 



► Primary IDE Master 

[250GB SATAp 



► Primary IDE Slave 

[None] 



► IDE Secondary/Master 

[CD-ROM] 



► IDE Secondary/SLave ParaLLeLATA 

[None] 



► Serial ATA Channel 0 Master 

[None] 



► Serial ATA Channel 1 Master 

[None] 



► Advanced Processor Options 




Language : 

[English (US)] 




FI Help f | Select Item - / + Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ^ — ► Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


Main メニューの画面上で設定できる項目とその機能を示します。 
項目については次の表を参照してください。 
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項目 

パラメータ 

説明 

System Time 

HH:MM:SS 

時刻の設定をします。 

System Date 

MM/DD/YYYY 

日付の設定をします。 

Legacy Diskette A 

Disabled 

36 〇 Kb 5 V 4 " 

1.2 MB 5 V 4 " 

720 Kb 3 V 2 " 

[1.44/1.25MB 3 V 2 n ] 
2.88 MB 3 V 2 " 

フロッピーディスクドライブ（標準装備） 

の設定をします。 

Legacy Diskette B 

[Disabled] 

36 〇 Kb 5 V 4 

1.2 MB 5 V 4 

720 Kb 3 V 2 

1.44/1.25MB 3V 2 
2.88 MB 3 V 2 — 

本装置には 2 台目のフロッピーディスクドラ 
イプはありません。出荷時の設定のままに 
しておいてください。 

Hard Disk Pre-Delay 

[Disabled] 

3 Seconds 

6 Seconds 

9 Seconds 

12 Seconds 

15 Seconds 

21 Seconds 

30 Seconds 

POST 中に初めて内蔵の IDE ハードディスク 
ドライブにアクセスする際にハードディス 
クドライプの準備のための待ち時間を設定 
します。 

Primary IDE Master 

Primary IDE Slave 

IDE Secondary/Master 

IDE Secondary/Slave 

Serial ATA Channel 0 

Master 

Serial ATA Channel 1 

Master 


それぞれのチャネルに接続されているデバ 
イスのタイプを表示します。 

シリアル ATA にハードディスクドライプを 1 
台のみ接続した場合、デバイスの情報は 
Primary IDE のエリアに表示されます。 

一部設定を変更できる項目がありますが、 

出荷時の設定のままにしておいてください。 

Advanced Processor 

Options 

— 

サブメニューを表示します。次ページを参 
照してください。 

Language 

[English(US)] 

Frangais 

Deutsch 

Espanol 

italtano 

SETUP で表示する言語を選択します。 


[]: 出荷時の設定 


胃"〇 BIOS のパラメータで時刻や日付の設定が正しく設定されているか必ず確認し 
てください。次の条件に当てはまる場合は、運用の前にシステム時計の確認 • 
調整をしてください。 

• 装置の輸送後 

• 装置の保管後 

• 装置の動作を保証する環境条件（温度：1 0° C 〜 35 °C • 湿度： 20%〜 
80%)から外れた条件下で休止状態にした後 

システム時計は毎月1回程度の割合で確認してください。また、高い時刻の精 
度を要求するようなシステムに組み込む場合は、タイムサーバ （ NTP サーバ） 
などを利用して運用することをお勧めします。 

システム時計を調整しても時間の経過と共に著しい遅れや進みが生じる場合 
は、お買い求めの販売店、または保守サービス会社に保守を依頼してくださし、。 
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Advanced Processor Options 

Main メニューで 「Advanced Processor 〇 ptions」 を選択すると、以下の画面が表示されます。 


Phoenix cME FirstBIOS Pro Setup Utility 

■ Main ■ 


Advanced Processor Options 

Item Specific Help 

Processor Retest [■コ 

CPU Speed 2.80 GHz 

Processor 1 CPUID : 0F44 

Processor 1 L2 Cache : 1024 KB 

Hyper-Threading Technology [Enabled] 

No Execute Mode Mem Protection : [Disabled] 

Select 'Yes' , BIOS will 

clear historical 

processor status and 
retest all processors 
on next boot. 


FI Help t | Select Item - / + Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ^► Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Processor Retest 

[No] 

Yes 

プロセッサーのエラー情報をクリアし、次 
回起動時にすべてのプロセッサーに対して 
テストを行います。このオプションは次回 
起動時に自動的に「 N0 」に切り替わります。 

CPU Speed 

nnn GHz 

プ□セッサーの動作周波数を表示します 
( 表示のみ)。 

Processor 1 CPUID 

数値 (OFxx) 

Disabled 

数値の場合はプロセッサーの ID を示します。 
「 Disabled 」 はプロセッサーの故障を示しま 
す（表示のみ)。 

Processor 1 L2 Cache 

nnn KB 

プロセッサーの二次キャッシュサイズを表 
示します（表示のみ)。 

Hyper-Threading 

Technology 

Disabled 

[Enabled] 

1 つの物理 CPU を 2 つの論理 CPU としてみせ 
て動作させる機能です。 Enabled に設定する 
と 1 つの CPU が 2 つに見えます。 

注： Hyper-threading Technology^, 
Hyper-threading Technology (こ対応し 
た CPU を搭載した場合のみ表示されま 
す 。 Windows Server 2003 以外の〇 S を 
使用する場合は、 [Disabled ] に設定して 
ください。 

No Execute Mode Mem 
Protection 

Enabled 

[Disabled] 

[Disabled] 設定時 、 XD future flag を " CH こ設 
定します。本メニューは 、 Pentium 4 Pro¬ 
cessor E0 Stepping 以降のプロセッサー実 
装時に表示されます。 


[]： 出荷時の設定 
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Advanced 

力ーソルを 「Advanced」 の位置に移動させると、 Advanced メニューが表示されます。 

項目の前に「►」がついているメニューは、選択して <Ente「〉 キーを押すとサブメニューが表 
ホされます 0 


PhoenixBIOS Setup Utility 




Item Specific Help 

► Memory Configuration 

► PCI Configuration 

► I/O Device Configuration 

► Advanced Chipset Control 


Additional setup 
menus to configure 

Memory devices. 

Boot-time Diagnostic Screen : 

CDisabLed] 


Reset Configuration Data : 

[No] 


NumLock : 

[On] 


Memory/Processor Error : 

[Boot] 


Multiprocessor Specification : 

111.4 ： 



FI Help t | Select Item - / + Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ^ ， Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Boot-time Diagnostic 

[Disabled] 

起動時の自己診断 (POST ) の実行画面を表 

Screen 

Enabled 

示させるが、表示させないがを設定します。 
「 Disabled 」 に設定すると、 POST の間、 

「 NEC 」 ロゴが表示されます。（ここでく Esc> 
キーを押すと POST の実行画面に切り替わり 
ます。） 

Reset Configuration Data 

[No] 

Configuration Data(POST で記憶している 


Yes 

システム情報）をクリアするときは 「 Yes 」 

に設定します。システムの起動後にこのパ 
ラメータは 「 No 」 に切り替わります。 

NumLock 

[On] 

システム起動時に Numlock の有効/無効を設 


Off 

定します。 

Memory/Processor Error 

[Boot] 

POST 中にメモリや CPU のエラーを検出したと 


Halt 

きに POST を中断するかどうがを設定します。 

Multiprocessor 

[1.4] 

マルチプ□セツサー仕様で対応するバー 

Specification 

1.1 

ジョンを選択します。 


[]： 出荷時の設定 
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Memory Contiguration 


Advanced メニューで 「MemoryConfiguration」 を選択すると、以下の画面が表示されます。 


Phoenix cME FirstBIOS Pro Setup Utility 

Advanced I 


Memory 

Configuration 

Item Specific Help 

Installed memory 

256 MB 

Clears the memory error 

Available to OS 

254 MB 

status- 

Used by devices 

2 MB 


DIMM Group #1 Status : 

Not Installed 


DIMM Group #2 Status : 

Not Installed 


DIMM Group #3 Status : 

Not Installed 


DIMM Group #4 Status : 

Not Installed 


Memory Retest : 

[EH] 


Extended RAM Step : 

[Disabled] 



FI Help t 1 Select Item - / + Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ^► Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 



項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Installed memory 

— 

本体内蔵の基本メモリ容量を表示します 
( 表示のみ)。 

Available to OS 


〇 S で使用可能なメモリの総容量を表示しま 
す（表示のみ)。 

Used by devices 


本体内蔵の基本メモリ容量において各デバ 
イスにより使用されているメモリの総容量 
を表示します（表示のみ)。 

DIMM Group #1-#4 

Status 

実装容量 (ex 、 256MB) 
Not Installed 

Disabled 

DIMM の状態を表示します（表示のみ)。「実 
装容量 (ex 、 256MB) 」 は DIMM が取り付けら 
れていて、正常であることを 、 「Not 

Installed 」 は DIMM が取り付けられていてい 
ないことを示します。 「 Disabled 」 は DIMM 
が故障していることを示します。 

Memory Retest 

[No] 

Yes 

メモリ （ DIMM ) の詳細テストを実行するかど 
うかを設定します。 

Extended RAM Step 

1MB 

[Disabled] 

拡張メモリに対するテストを実行するがど 
うが、および実行する際のブロックサイズ 
を設定します。 


[]： 出荷時の設定 
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PCI Configuration 

Advanced メニューで 「PCI Configuration」 を選択すると、以下の画面が表示されます。項 
目の前に「►」がついているメニューは、選択して <Ente「> キーを押すとサブメニューが表示 
されます。 


Phoenix cME FirstBIOS Pro Setup Utility 

Advanced I 


PCI Configuration 

Item Specific Help 

► Embedded NIC (Gbit #1) 

PCI Slot 1Option ROM : [Enabled] 

PCI Slot 2 Option ROM : [Enabled] 

PCI Slot 3 Option ROM : [Enabled] 

Additional setup menus 
to configure embedded 

VGA controller. 


FI Help f l Select Item — / + Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ^ — ► Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 



項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

PCI Slot 1Option ROM 

PCI Slot 2 Option ROM 

PCI Slot 3 Option ROM 

[Enabled] 

Disabled 

PCI ス□ットに接続されているデバイス 
( ボード）に搭載されている BIOS の有効/無 
効を設定するサブメニューを表示します。 
グラフィックスアクセラレータボードを取 
り付ける際や、取り付けようとしている 
ディスクアレイコントローラおよび SCSI コ 
ントローラなどに〇 S がインストールされて 
いるハードディスクドライプを接続する際 
にはそのスロットを 「 Enabled 」 に設定して 
ください。オプション ROM BIOS を搭載し 
た LAN コント □— ラボードを使用していて、 
このボードがらネットワークプートをしな 
いときは 「 Disabled 」 にしてください。オプ 
ション ROM の展開を無効にすることにより、 
メモリの消費を防ぎ、起動時間を短縮させ 
ることができます。 


[]： 出荷時の設定 


XX Riser 接続時 

PCI Slot 1 はフルハイト側を 、 PCI Slot 2 は □— プ □ ファイル側を示します。 
XE Riser 接続時 

PCI Slot 1 はフルハイト側を 、 PCI Slot 3 は □— プ □ ファイル側を示します。 
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Embedded NIC (Gbit #1) 

項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Onboard LAN Control 

Disabled 

オンボード上の LAN コントローラの有効/無 


[Enabled] 

効を設定します。 

LAN 1 Option ROM Scan/ 

Disabled 

オンボード上の LAN コント□ーラの BIOS の 

LAN2 Option ROM Scan 

[Enabled] 

展開の有効/無効を設定するサブメニューを 
表爪し汞す〇 


[]： 出荷時の設定 
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I/O Device Connguration 

Advanced メニューで 「l /〇 Device Configuration」 を選択すると、以下の画面が表示されます。 


Phoenix cME FirstBIOS Pro Setup Utility 

Advanced ■ 


I/O Device 

Configuration 

Item Specific Help 

Serial Port A : 



Configure serial Port A 

Base I/O address 

[3F8] 


using options : 

Interrupt : 

[IRQ 4 ： 


[Disabled] 

Serial Port B : 

[Enabled] 


No configuration 

Base I/O address 

[2F8] 



Interrupt : 

[IRQ 3] 


[Enabled] 




User configuration 

Parallel port : 

[Enabled] 



Mode : 

[Bi-directionaL] 


[Auto] 

Base I/O address : 

[378] 


BIOS or OS chooses 

Interrupt : 

[IRQ 7] 


configuration 

PS/2 Mouse 

[Enabled] 

(OS Controlled) 


▼ 

Displayed when 



controlled by OS 


FI Help t | Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ^^ Select Menu Enter Select ►Sub-Menu F10 Save and Exit 



項目については次の表を参照してください。 


wO 害！！り込みやベース I / O アドレスが他と重複しないように注意してください。設 
定した値が他のリソースで使用されている場合は黄色の「*」が表示されます。 
黄色の「*」が表示されている項目は設定し直してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Serial Port A 

Disabled 

[Enabled] 

シリアルポート A を使用するかどうがを指定 
します。 

Base I/O Adress 

[3F8] 

2F8 

3E8 

2E8 

シリアルポート A に割り当てる I/O アドレス 
を指定します。 

Interrupt 

IRQ 3 
[IRQ 4] 

シリアルポート A に割り当てる割り込みを指 
定します。 

Serial Port B 

Disabled 

[Enabled] 

シリアルポート B を使用するかどうかを指定 
します。 

Base I/O Adress 

3F8 

[2F8] 

3E8 

2E8 

シリアルポート B に割り当てる I/O アドレス 
を指定します。 

Interrupt 

[IRQ 3] 

IRQ 4 

シリアルポート B に割り当てる割り込みを指 
定します。 

Parallel Port 

Disabled 
( グレイアウト） 

パラレルポートを使用するかどうかを指定 
します。本装置では機能しません。 

PS/2 Mouse 

Disabled 

[Enabled] 

PS/2 マウスの有効 / 無効を設定します。 

USB Controller 

Disabled 

[Enabled] 

USB 機器の有効 / 無効を設定します。 

USB 2.0 Controller 

Disabled 

[Enabled] 

USB Z ◦ 機器の有効 / 無効を設定します。 
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項目 

パラメータ 

説明 

Legacy USB Support 

Disabled 

[Enabled 」 

USB を正式にサボートしていない〇 S でも 

USB キーボードが使用できるようにするか 
どうかを設定します。 

Parallel ATA 

Disabled 

[Enabled] 

パラレル ATA の有効 / 無効を設定します。 

Serial ATA 

Disabled 

[Enabled] 

シリアル ATA の有効 / 無効を設定します。 

Native Mode Operation 

[Auto] 

Serial ATA 

ATA のための Native Mode を選択します。 
注意：特定の〇 S は Native Mode をサポート 
しておりません。 

SATA Controller Mode 
Option 

[Compatible] 

Enhanced 

Compatible mode : 

SATA および PATA ドライプは自動検出され 
legacy mode として認識されます。 

Enhanced mode : 

SATA および PATA ドライプは自動検出され 
native IDE mode として認識されます。 

注意： 

プレインストールされている Windows 

2 〇〇〇は 、 Enhanced mode では動作しませ 
ん〇 

SATA AHCI Enabled* 

[Disabled] 

Enabled 

本装置は AHCI 機能をサボートしておりませ 
ん。設定を 「 Disabled 」 から変更しないでく 
ださい。 

SATA RAID Enabled* 

[Disabled] 

Enabled 

オンボード上の SATA インターフェースを 
使った八ードディスクドライブの RAID (ディ 
スクアレイ）の有効 / 無効を設定します。 

注意： 

異なる設定で SATA ハードディスクドライブ 
がら起動するとデータが壊れるおそれがあ 
ります。 

HostRAD を利用時は Bootable の設定を行っ 
てください。 


SATA Controller Mode 〇 ption を 「 Enhanced 」 にすることで表示されます。 

[]: 出荷時の設定 
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Advanced Chipset Control 

Advanced メニューで 「Advanced Chipset Control」 を選択すると、以下の画面が表示され 
ます。項目の前に「 ► 」がついているメニューは、選択して <Enten> キーを押すとサブメニュー 
が表示されます。 


Phoenix cME FirstBIOS Pro Setup Utility 

Advanced H 


Advanced Chipset Control 

Item Specific Help 

Enable Multimedia Timer LUEtl 

Wake On LAN/PME [Enabled] 

Wake On Ring [Disabled] 

Wake On RTC Alarm [Disabled] 

EnabLed/DisabLed 

Multimedia Timer 

Support- 


FI Help t [ Select Item - / + Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ■<—»• Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 



項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Enable Multimedia Timer 

[No] 

Yes 

マルチメディアに対応するためのタイマー 
の有効 / 無効を設定します。 

Wake On LAN/PME 

Disabled 

[Enabled] 

ネットワークを介したリモートパワーオン 
機能の有効 / 無効を設定します。 

Wake On Ring 

[Disabled] 

Enabled 

シリアルポートを介したリモートパワーオ 
ン機能の有効 / 無効を設定します。 

Wake On RTC Alarm 

[Disabled] 

Enabled 

リアルタイムクロックを利用したスケ 
ジユーリングパワーオン機能の有効/無効を 
設定します。 


[]： 出荷時の設定 


_"〇 Wake On LAN / PME、Wake On Ring 機能のご利用環境において、本体へ 
の AC 電源の供給を停止した場合、 AC 電源の供給後の最初のシステム起動には 
Wake On LAN / PME、Wake On Ring 機能を利用することができません。 
POWER スイッチを押下してシステムを起動してください。 AC 電源の供給を 
停止した場合、次回の DC 電源の供給までは電源管理チップ上の Wake On 
LAN / PME、Wake On Ring 機能が有効となりません。 
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Security 

力ーソルを 「Security」 の位置に移動させると、 Security メニューが表示されます。 


Phoenix cME FirstBIOS Pro Setup Utility 
■Security ■ 


User Password Is : 

Clear 

Item Specific Help 


Supervisor Password Is : 

Clear 

Supervisor Password 

Set User Password 

[Enter] 

controls access to the 

Set Supervisor Password 

[Disabled] 

setup utiLity. 

Password on boot : 


Fixed disk boot sector : 

[Normal] 



FI Help t I Select Item - / + Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ^ ― ^ Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


Set Supervisor Password もしくは Set User Password のどちらかでく Ente「> キーを押すと 
パスワードの登録/変更画面が表示されます。 

ここでパスワードの設定を行います。 

W ™0 • 「User Password 」 は 、 「Supervisor Password 」 を設定していない 

pra と設定できません。 

• OS のインス I ル前にパスワードを設定しないでください。 

• パスワードを忘れてしまった場合は、「リセツトとクリア」を参照して 
消去してください。 


各項目については次ページの表を参照してください。 
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項目 

パラメータ 

説明 

User Password Is 

Clear/Set 

パスワードの設定状態を示します。 

Supervisor Password Is 

Clear/Set 

パスワードの設定状態を示します。 

Set User Password * 

8 文字までの英数字 

< Enter > キーを押すとユーザーのパスワード 
入力画面になります。このパスワードでは 
SETUP メニューへのアクセスが制限されま 
す。 

Set Supervisor Password 

8 文字までの英数字 

< Enter > キーを押すとスーパーバイザのパス 
ワード入力画面になります。このパスワー 
ドですベての SETUP メニューにアクセスで 
きます。この設定は、 SETUP を起動したと 
きのパスワードの入力で 「 Supervisor 」 で 
ログオンしたときのみ設定できます。 

Password on boot * 

[ Disabled ] 

Enabled 

起動時にパスワードの入力を行う/行わない 
の設定をします。先にスーパーバイザのパ 
スワードを設定する必要があります。もし、 
スーパーバイザのパスワードが設定されて 
いて、このオプションが無効の場合は BIOS 
はユーザーが起動していると判断します。 

Fixed disk boot sector 

[ Normal ] 

Write Protect 

ハードディスクドライプのブートセクタへ 
の書き込みを許可するか禁止するかどうか 
を設定します。 


*「Set Supervisor PasswordJ でパスワードを登録したときに指定できます。 

[]： 出荷時の設定 
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Server 

カーソルを 「Server」 の位置に移動させると、 Server メニューが表示されます。 

Server メニューで設定できる項目とその機能を示します。項目の前に「►」がついているメ 
ニューは、選択して <Ente「> キーを押すとサブメニューが表示されます。 


Phoenix cME FirstBIOS Pro Setup Utility 
Server 


► System Management 


Item Specific Help 


Additional setup menu to 
view server managment 

► Console Redirection 

► Event Log ConTiguration 

Assert NMI on SERR : 

[Enabled] 

features- 

Post Error Pause : 

[Enabled] 


AC-LINK : 

[Last State] 


Power On Delay Time : 

: 0 ： 


BMC IRQ : 

[11] 


FRB-2 Policy : 

[Retry 3 Times] 


Boot Monitor : 

[DisabLed] 


Boot monitor Policy : 

[Retry 3 Times] 


Thermal Sensor : 

[Enabled] 


Platform Event Filtering : 

: [Enabled^ 



FI Help t I Select Item - / + Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ^^ Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


各項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Assert NMI on SERR 

Disabled 

[ Enabled ] 

PCI SERR のサポートを設定します。 

Post Error Pause 

Disabled 

[ Enabled ] 

POST の実行中にエラーが発生した際に 

POST の終わりで POST をいつたん停止する 
かどうが設定します。 

AC-LINK 

Stay Off 
[Last State ] 

Power On 

AC リンク機能を設定します。 AC 電源が再度 
供給されたときのシステムの電源の状態を 
設定します（下記参照)。 

Power On Delay Time * 

[◦] - 255 

DC 電源を〇 N にするディレイ時間を◦秒から 
255秒の間で設定します。 AC - LINK で 
「Last State 」 または 「 Power 〇 n 」 に設定 
している場合に有効となります。 

BMC IRQ * 

Disabled 

[11] 

BMC 割り込みの IRQ を設定します。 

FRB -2 Policy * 

Disable FRB 2 Timer 
[Retry 3 Times ] 

FRB レベル2のタイマーに関する設定をしま 
す。 

Boot Monitor * 

[ Disabled ] 

5 Minutes から 

60 Minutes の 5 分単位 

起動監視機能の有効/無効とタイムアウトま 
での時間を設定します。この機能を使用す 
る場合は、 ESMPRO / ServerAgent をインス 
卜ールしてください。 ESMPRO / 

ServerAgent をインストールしていない〇 S 
がら起動する場合には、この機能を無効に 
してください。 
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項目 

パラメータ 

説明 

Boot Monitor Policy * 

[Retry 3 Times ] 

Retry Service Boot 
Always Reset 

起動監視時にタイムアウトが発生した場合 
の処理を設定します。 

[Retry 3 Times ] に設定すると、タイムアウ 
卜の発生後にシステムをリセットし、〇 S 起 
動を3回まで試行します。 

[Retry Service Boot ] に設定すると、タイム 
アウト発生後にシステムをリセットし、〇 S 
起動を3回まで試行します。その後、サービ 
スパーティション*がら起動を3回試み、3回 
とも失敗した場合は起動を停止します。 
[Always Reset ] に設定すると、タイムアウ 
卜発生後に 0 S 起動を常に試みます。 

* システムにサービスパーティションが存在 
しない場合は、システムパーティションか 
ら〇 S 起動を無限に試みます。 

Thermal Sensor * 

Disabled 

[ Enabled ] 

温度センサ監視機能の有効/無効を設定しま 
す。有効にすると、温度の異常を検出した 
場合に P 〇 ST の終わりでいったん停止しま 
す。 

Platform Event Filtering * 

Disabled 

[ Enabled ] 

リモートマネージメントカード （ RMC ) の 
通報機能が設定されている場合は、意味を 
持ちません。 


* オプションのリモートマネージメントカード搭載時のみ表示 

[]: 出荷時の設定 


「AC-LINK」 の設定と本体の AC 電源が OFR こなってから再度電源が供給されたときの動作を次 
の表に示しま3。 


AC 電源 OFF の前の状態 

設定 

Stay Off 

Last State 

Power On 

動作中 

Off 

On 

On 

停止中 （ DC 電源も Off のとき） 

Off 

Off 

On 

強制電源 OFP 

Off 

Off 

On 


* POWER スイッチを4秒以上押し続ける操作です。強制的に電源を〇 FF にします。 



UPS を接続する場合は 、 「Power On 」 に設定します。また、本体の電源を〇 FF 
にした後再び ON にするときは、10秒以上経過してから ON になるようにスケ 
ジューリングを設定してくださし、 0 
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System Management 

Serve 「メニューで 「System Management」 を選択し、く Enter〉 キーを押すと、以下の画面が 
表示されます。 


Phoenix cME FirstBIOS Pro Setup Utility 

■ Server I 


System Management 

Item Specific Help 

BIOS Version : 0N11 

856-125272-003 

Board Part Number : 123456789012 

Board Serial Number : [N 8100-1053] 

System Part Number : 123456789 A 

System Serial Number : 856-125272-001 

Chassis Part Number : 856-123456-789 

Chassis Serial Number : 856-123456-789 

BMC Device ID : 0001 

BMC Device Revision : 0001 

BMC Firmware Revision : 0001 

SDR Revision : 00.02 

PIA Revision : 

GBIA Module Version : 

ALL items on this menu 

cannot be modified in 
user mode. If any 
items require changes. 
Please consult your 
system Supervisor. 


FI Help t i Select Item - / + Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit —»• Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次ページの表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

BIOS Version 

— 

BIOS のバージョンを表示します（表示のみ）。 

Board Part Number 

— 

マザーボードの部品番号を表示します（表 
示のみ）。 

Board Serial Number 

— 

マザーボードのシリアル番号を表示します 
(表示のみ)。 

System Part Number 

— 

本体のコードを表示します（表示のみ）。 

System Serial Number 

— 

本体のシリアル番号を表示します（表示の 

み)〇 

Chassis Part Number 

— 

シャーシの部品番号を表示します（表示の 

み)。 

Chassis Serial Number 

— 

シャーシのシリアル番号を表示します（表 
示のみ）。 

BMC Device ID * 

— 

BMC(Baseboard Management Controller ) 

のデバイス ID を表示します（表示のみ)。 

BMC Device Revision * 


BMC(Baseboard Management Controller ) 
デバイスのレビジョンを表示します（表示 
のみ)。 

BMC Firmware Revision * 


BMC(Baseboard Management Controller ) 
ファームウエアのレビジョンを表示します 
(表示のみ)。 

SDR Revision * 

— 

SDR(Sensor Data Record ) のレビジョンを 
表示します（表示のみ)。 

PIA Revision * 

— 

PIA(Platform Information Area ) のレビジョ 
ンを表示します（表示のみ)。 

GBIA Module Version 

— 

GBIA Module のパージョンを表示します 
(表示のみ)。 


* オプションのリモートマネージメントカード搭載時のみ表示 
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Console Redirection 

Serve 「メニューで 「Console Redirection」 を選択し、く Enter〉 キーを押すと、以下の画面が 
表示されます。 



項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

BIOS Redirection Port 

[ Disabled ] 

Serial Port A 

Serial Port B 

コンソール端末が接続されているシリアル 
ポートを設定します。 

ACPI Redirection Port 

[ Disabled ] 

Serial Port A 

Serial Port B 

〇 S 動作中に使用するコンソール端末が接続 
されているシリアルポートを設定します。 

Baud Rate 

9600 

[19.2 k ] 

38.4 k 

57.6 k 

115.2 k 

コンソール端末との通信速度（ボーレート） 

を設定します。 

Terminal Type 

[PC ANSI ] 

VT 100+ 

VT - UTF 8 

ターミナル端末の種別を選択します。 

Flow Control 

None 

XON/XOFF 

[ CTS / RTS ] 

CTS/RTS + CD 

フロー制御の方法を設定します。 

Remote Console Reset * 

[ Disabled ] 

Enabled 

コンソール端末がらリセットコマンドの有 
効/無効を設定します。 


* オプションのリモートマネージメントカード搭載時のみ表示 

[]： 出荷時の設定 
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EventLog Configuration 


Server メニューで 「EventLog Configuration」 を選択し、く Enter〉 キーを押すと、以下の画 
面が表示されます。 



このメニューはオプションのリモートマネージメントカードを装着している 
場合にのみ表示 • 操作することができます。 


Phoenix cME FirstBIOS Pro Setup Utility 
■ Server | 


Event Log Configuration 

Item Specific Help 

Clear ALL Event Logs : 

The system event Log 
will be cleared if 
selecting "Yes" ■ 


FI Help t 1 Select Item - / + Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ^ — ► Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Clear All Event Logs 

Enter 

< Enter > キーを押すと確認画面が表示され、 
「 Yes 」 を選ぶと保存されている エラー ログ 
を初期化します。 
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Boot 

カーソルを 「Boot」 の位置に移動させると、起動順位を設定する Boot メニューが表示されま 
す。 


Phoenix cME FirstBIOS Pro Setup Utility 

Boot 


Boot priority order: 


Item Specific Help 

1 

IDE CD: FX48++W-CSM) 



2 

Legacy Floppy Drives 


Keys used to view or 

3 

IDE 0: Maxtor 6Y120M0-CS1) 


configure devices: 

4 

IDE 2: 


Up and Down arrows 

5 

IDE 3: 


select a device. 

6 

IDE 5: 


<+> and <-> moves 

7 

IDE SCSI: 


the device up or down. 

8 

IDE BEV: IBA GE Slot 0500 v1228 


<f> and <r> specifies 

Excluded from boot order: 


the device fixed or 


IDE 1: 


removable. 


IDE 4: 


<x> exclude or include 


USB FDC: 


the device to boot. 


USB KEY: 


<1 - 4> Loads default 


USB HDD: 

boot sequence. 


USB CDR0M: 



USB ZIP: ▼ 



FI Help t I Select Item - / + Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


システムは起動時にこのメニューで設定した順番に機器をサーチし、起動ソフトウェアを見つ 
けるとそのソフトウェアで起動します。 


<t 〉キー/< I >キー、<十>キー/<_>キーで起動デバイスの優先順位を変更できます。 

各機器の位置へ< 个 >キー/< I〉キーで移動させ、<十>キー/ <— 〉キーで優先順位を変更でき 
よす 0 


EXPRESSBUILDER を起動する場合は、上図に示す順番に設定してくださ 
い。 
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Exit 

力ーソルを 「Exit」 の位置に移動させると、 Exit メニューが表示されます。 



このメニューの各オプションについて以下に説明します。 

• Exit Saving Changes 

新たに選択した内容を CMOS メモリ内に保存して SETUP を終わらせる時に、この項目を 
選択します。 Exit Saving Changes を選択すると、確認の画面が表示されます。ここで、 
「Yes」 を選ぶと新たに選択した内容を CMOS メモリ内に保存して SETUP を終了し、シス 
テムは自動的にシステムを再起動します。 

• Exit Discarding Changes 

新たに選択した内容を CM 〇 S メモリ内に保存しないで SETUP を終わらせたい時にこの項目 
を選択します。ここで、「N0」を選択すると、変更した内容を保存しないで SETUP を終わ 
らせ、システムは自動的にシステムを再起動します。 「Yes」 を選択すると変更した内容を 
CMOS メモリ内に保存して SETUP を終了し、システムは自動的にシステムを再起動します。 

• Load Setup Defaults 

SETUP のすベての値をデフォルト値に戻したい時に、この項目を選択します。 Load 
Setup Defaults を選択すると、確認の画面が表示されます。ここで、 「Yes」 を選択する 
と、デフォルト値に戻ります。 「No」 を選択すると Exit メニューの画面に戻ります。 

このオプションを実行すると、 「 Advanced 」 メニューの 「SATA RAID 
Bfai Enabled 」 が 「 Disabled 」 に設定されます。 SATA 内蔵ハードディスクドラ 
イブをディスクアレイで使用している場合は、 SETUP を終了する前に 
「 Enabled 」 に変更し、設定内容を保存してください。設定を変更せずに再起 
動すると八ードディスクドライブのデータを壊すおそれがあります。 

• Discard Changes 

今まで変更した内容を破棄し、 SETUP を起動する以前の設定に戻します。 

• Save Changes 

今まで変更した内容を保存し、 SETUP を続けます。 
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II セツトとク II ア 


本装置が動作しなくなったときや BIOS で設定した内容を出荷時の設定に戻すときに参照して 
ください。 


■ J セツ 


〇 S が起動する前に動作しなくなったときは、 <ct「l> キーと <Alt> キーを押しながら、 <Delete> 
キーを押してください。リセットを実行します。 


W-O リセットは、本体の DIMM 内のメモリや処理中のデータをすべてクリアしてし 
Bto まいます。ハングアップしたとき以外でリセットを行うときは、本装置がなに 
も処理していないことを確認してください。 


強制電源 OFF 


〇 S からシャットタ'ウンできなくなったときや、 POWER スイッチを押しても電源を〇 FR こで 
きなくなったとき、リセットが機能しないときなどに使用します。 

本体の POWER スイッチを4秒ほど押し続けてください。電源が強制的に〇 FR こなります。（電 
源を再び 0N にするときは、電源〇 FF から約10秒ほど待ってから電源を〇 N にしてください。） 


リモートパワーオン機能を使用している場合は、一度、電源を ON にし直して、 
0 S を起動させ、正常な方法で電源を OFF にしてください。 
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CMOS メモリ•バスワードのクリア 


CMOS メモリに保存されている内容をクリアする場合は本体内部のコンフィグレーション 
ジヤンパスイッチを操作して行います。 



• CMOS メモリの内容をクリアすると BIOS セツトアツプユーティリティ 
の設定内容がすべてデフォルトの設定に戻ります。 

• その他のジャンノ《の設定は変更しないでください。装置の故障や誤動作 
の原因となります。 

• CMOS メモリの内容をクリアすると 、 BIOS SETUP ユーティリティの 
「 Advanced 」 メニューの 「SATA RAID Enabled 」 が 「 Disabled 」 

に設定されます。 SATA 内蔵八ードディスクドライブをディスクアレイ 
で使用している場合は、 CMOS メモリのクリア後 、 BIOS SETUP ユー 
ティリティを起動して、上記設定を 「 Enabled 」 に変更し、設定内容を 
保存してください。設定を変更せずに起動すると八ードディスクドライ 
ブのデータを壊すおそれがあります。 



次にクリアする方法を示します。 


警告 



装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。人が死亡す 
る、または重傷を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説明をご覧くだ 
さい0 

自分で分解 • 修理 • 改造はしない 
リチウムバッテリを取り外さない 
プラグを抜かずに取り扱わない 
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A 注意 


AA 

A A 

AQ 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷やけが 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説 
明をご覧ください。 

• 中途半端に取り付けない 

• カバーを外したまま取り付けない 

癟 ，下注芦 

• 装置を引き出した状態にしない 

• 指を挟まない 

• 古:日:主在 

• ラックが不安定な状態でデバイスをラックから引き出さない 

• 複数台のデバイスをラックから引き出した状態にしない 


wO 本体内部の部品は大変静電気に弱い電子部品です。本体の金属フレーム部分な 
どに触れて身体の静電気を逃がしてから取り扱ってください。内部の部品や部 
品の端子部分を素手で触らないでください。静電気に関する説明は143ページ 
で詳しく説明しています。 


1. 144ページを参照して準備をする。 

2. ジャンパスイッチの設定を「保持」から「クリア」に変更する。 

irO • 本体のジャンパピン 2-3 に付いているクリップを使用してください。 
• クリップをなくさないよう注意してください。 


3. 3秒ほど待ってジャンパスイッチの設定を元に戻す。 

4. 本体を元どおりに組み立てて POWER スイッチを押す。 

5. POST 中にく F 2> キーを押して BIOS セットアップユーティリティを起動して設定 
し直す。 

^ SATA 内蔵ハードディスクドライブをディスクアレイで使用している場合は、 
f ェック | BIOS SETUP ユーテイリテイの rAdvanced J メニューの 「 I/O Device 
Configuration」—「SATA Controller Mode Option 」 を 「 Enhanced 」 に 
して表示される rSATA RAID Enabled 」 が 「 Enabled 」 になっていること 
を必ず確認してください。 「 Disabled 」 のまま起動すると八ードディスクドラ 
イブのデータを壊すおそれがあります。 
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割り込みラインと I / O ポートアドレス 

害!!り込みラインや l /〇ポートアドレスは、出荷時に次のように割り当てられています。オプシヨ 
ンを増設するときなどに参考にしてください。 

• 割り込みライン 

出荷時では、次のように割り当てられています。 


IRQ 

周辺機器（コント□ーラ） 

IRQ 

周辺機器（コント□ーラ） 

〇 

システムタイマ 

8 

リアルタイムクロック 

1 

キーボード 

9 

PCI 

2 

カスケード接続 

10 

PCI 

3 

COM B シリアルポート 

11 

PCI/BMCIRQ 

4 

COM A シリアルポート 

12 

マウス 

5 

PCI 

13 

数値演算プロセッサー 

6 

フロッピーディスク 

14 

プライマリ IDE 

7 

PCI 

15 

セカンダリ IDE 


• P 旧 Q と PCI デバイスの関係 

出荷時では、 Auto Detect に設定されています。 PCI スロットに IRQ を他のデバイスと共 
有できないボードを取り付けた場合は下表の設定例のよラに設定を変更してください。 


メニュー項目 

割り込み 

旧 Q 設定例 

PCI IRQ 1 

LAN1 

IRQ 7 

PCI IRQ 2 

LAN2 

IRQ 7 

PCI IRQ 3 

— 

Auto Select 

PCI IRQ 4 

USB Port 1/2 

IRQ 5 

PCI IRQ 5 

PCI スロット# 1 

IRQ 10 

PCI IRQ 6 

— 

Auto Select 

PCI IRQ 7 

— 

Auto Select 

PCI IRQ 8 

USB Port 3 

IRQ 5 
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• I / O ポートアドレス 


アドレス# 1 

使用チップ$ 

〇〇 - CF 7 

DMA 1 コント□ーラ 

20-21 

割り込みコント□ーラ1 

40-43, 50-53 

タイマ1 

60 

キーボー ド/マウス 

64 

キーボー ド/マウス 

70-71 

リアルタイムクロック、ノンマスカプルインターラブト 

80-8 F 

DMA 1、 DMA 2 

A 0- A 1 

割り込みコントローラ2 

C 0 -DF 

DMA コントローラ2 

F 0 -FE 

コプロセッサーエラー 

170-177 

( IDE セカンダリバス） 

1 F 0-1 F 7 

( DE プライマリバス） 

2 F 8-2 FF 

シリアルポート2 

370-377 

(フロッピーディスクコントローラ2)、 IDE コントローラ2 

1 CE -1 CF , 2 E 8-2 EF , 
3 BF -3 DF 

VGA 

3 F 0-3 F 7 

フロッピーディスクコントローラ1、 IDE コントローラ1 

3 F 8-3 FF 

シリアルポート1 


*1 16進数で表記しています。 

*2 PCI デバイスの I / O ポートアドレスは PCI デバイスの種類や数によって任意に設定されま 


す。 
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RAID コンフイグレーシヨン 


ここでは本装置内蔵のハードディスクドライブをディスクアレイドライブとして運用するた 
めの方法について説明します。外付けのハードディスクドライブをディスクアレイドライブと 
して運用する場合については、オプションのディスクアレイコント□ーラと外付け増設ディス 
ク筐体などが必要です。詳しくはディスクアレイコントローラまたは外付け増設ディスク筐体 
に添付の説明書を参照してください。 

本装置内蔵のハードディスクドライブをディスクアレイドライブとして構築するには次の方 
法があります。 


• SATA ハードディスクドライブ （2 台）をマザーボード上の RAID コント□ーラを使用し 
て構築する。 

• オプションのディスクアレイコント□ーラを使用して構築する。 


シリアル ATA 八ードディスクドライプの RAID 構築 


本装置内蔵のマザーボードにある RAID コントローラを使用してディスクアレイ （ RAID 0 また 
は RAID 1) を構築することができます。 

構築に必要となる機器はシリアル ATA ( SATA ) ハードディスクドライブ （2 台）のみです。 

• RAID 0 (ストライビング） 

2台のハードディスクドライブに対してデータを分散して記録する方法です。この方法を 
「ストライビング」と呼びます。2つのハードディスクドライブへ処理を分散させること 
によりハードディスクドライブ単体で使用しているときに比べディスクアクセス性能を 
向上させることができます。 


• データを2台の八ードディスクドライブに分散して記録しているためア 
レイを構成している八ードディスクドライブが1台でも故障するとデー 
夕の復旧はできません。 

• アレイの論理容量は、接続されたハードディスクドライブの整数倍とな 
ります。 


• RAID 1(ミラーリング） 

2台のハードディスクドライブに対して同じデータを記録する方法です。この方法を「ミ 
ラーリング」と呼びます。データを記録するときに同時に2台のハードディスクドライブ 
に記録するため、使用中に片方のハードディスクドライブが故障してももう片方の正常 
なハードディスクドライブを使用してシステムタ'ウンすることなく継続して運用するこ 
とができます。 



• データを2台のハードディスクドライブへ同時にリード/ライトしている 
ため、単体ディスクに比べてディスクアクセス性能は劣ります。 

• アレイの論理容量は、接続された八ードディスクドライブ1台と同じと 
なります。 
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ハードディスクドライブの取り付け 

本体に2台の SATA ハードディスクドライブを取り付けてください。取り付け手順については、 
148ページを参照してください。 


W-O 取り付ける2台のハードディスクドライブは同じ回転速度のものを使用してく 
Ifa ださい。また、 RAID 1を構築する場合は、同じ容量のハードディスクドライ 
ブを使用することをお勧めします。 


BIOS ユーティリティを使用した RAID の有効化 

取り付けた2台のハードディスクドライブは、単一のハードディスクドライブか、2台1組で構 
築される RAID ドライブのいずれかで使用することができます。 

RAID ドライブとして構築するためには、 BIOS セットアップユーティリティを使用して、マ 
ザーボードの SATA コネクタに接続されているハードディスクドライブを RAID ドライブとし 
て使用するための設定が必要となります。 


Pai 出荷時の設定では、単ーハードディスクドライブとして使用するように設定さ 

IrEAi れています。 


次の手順で BIOS セットアップユーティリティの設定を変更します。 

1. BIOS セットアップユーティリティを起動する。 

詳しくは、177ページを参照してください。 

2. 「 Advanced 」 メニューの 「 I/O Device Configuration 」一 ►「SATA Controller 
Mode Option 」 を 「 Enhanced 」 にして表示される 「SATA RAID Enabled 」 を 
「 Enabled 」 に変更する。 


Phoenix cNE FirstBIOS Pro Setup Utility 
■ Advanced ■ 
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3. 「 Exit 」 メニューから 「Exit Saving Changes 」 を選択して、設定内容を保存し、 
巳 I 0 S セットアップユーティリティを終了する。 

以上で完了です。設定を変更後、本装置を起動するたびに POST の画面に RAID ドライブの設 
定および変更をするためのユーティリティ rArray Configuration Utility ( ACU )」 の起動を促 
すメッセージが表示されます。 

Press < CtrL >< A > for Adaptec RAID Configuration 
Utility 


必要に応じてユーティリティを起動して、設定してください。詳しくはこの後の説明を参照し 
てください。 


Array Configuration Utility (ACU) を使った RAID の構築 

ここでは、本装置を起動した後、 POST の画面から起動することができる 「Array Configuration 
Utility ( ACU )」 を使用した RAD の構築手順について説明します。 



RAID ドライブは、 EXPRESSBUILDER の「シームレスセットアップ」を使用 
して構築することもできます。 

詳しくは導入編の30ぺージまたは65ぺージを参照してくださし、。 


ACU の起動方法 

次の手順に従って ACU を起動します。 


^ 起動の前に 「 BIOS ユーティリティを使用した RAID の有効化」で説明している 
If エック| BIOS の設定変更を完了していることを確認してください。 


Wi シリアル（ダイレクト）ケーブルまたはネットワークで接続された管理 pc か 
irjbfl ら起動する場合（コンソールレス）は、「ソフトウェア編」の 
「 EXPRESSBUILDER 」（221 ぺージ参照）も併せて参照してください。 


1. 本装置を起動する。 

2. ディスプレイ装置の画面に次のメッセージが表示されたら、く Ctrl > キーとく A > キー 
を押す。 


Press < CtrL >< A > for Adaptec RAID Configuration 
Utility 


ディスプレイ装置の面 I 面にメッセ _ ジが表示 されるまでに B 寺間がかかる場合 
lriy\\ は、本装置の電源〇 N 後、3〜5秒くらい経ってから < Ctrl > キーと < A > キーを押し 
てみてください。 
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しばらくするとメインメニューが表示されます。 



RAID の構築や変更 • 削除をする 
(2 14ぺージ ） 


RAID ドライプの口ーレベルフオー 
やべリファイをする （216 ページ) 


RAID の構築 

次の手順に従って RAID を構築します。 


• しヽったん RA 旧を構築してしまったドライブの属性（手順6以降に示す 
設定内容）は変更できません。 

• RA 旧を構築する前に RA 旧ドライブを構成するハードディスクドライ 
ブの物理フォーマツトをしてください。物理フォーマツトについては 
「Disk Utilities の使用」 （21 6ページ）を参照してください 0 

• HostRAID を利用時は、 「 RA 旧コンフィグレーション」の「ディスク 
アレイの管理」を参照し、必ず Bootable の設定を行ってください。 


1. ACU を起動する。 

詳しくは、 「 ACU の起動方法 （209 ページ)」を参照してください。 

2. キーポードの力ーソルキーで Options メニューから 「Array Configuration 
Utility 」 を選び、く Enter 〉 キーを押す。 



3. メインメニューから 「Create Array 」 を選択し、く Enter 〉 キーを押す 0 
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4. RAID を構築する2台の八ードディスクドライブをリストから選び、 < lnsert > キー 
を押す。 

< lnse 「 t > キーを押すと、右側の 「Selected Drives 」 リストに追力□されます。削除し 
たい場合は、左側のリストからハードディスクドライブを選択し、 < Delete > キーを 
押すと削除され、右側のリストから消えます。 




• 本装置は、最大2台のハードディスクドライブをマザーボードの SATA コ 
ネクタに接続することができます。 RAID を構築するために必要なハー 
ドディスクドライブは2台以上です。したがって、リストに表示されて 
いる2台のハードディスクドライブを選択してください。 


• リストに表示されているハードディスクドライブ名がグレイに表示され 
ているものは、使用できるディスク領域がないものか、イニシャライズ 
されていないハードディスクドライブであることを示します。 < Esc > 
キーを数回押してこのメニユーをいったん終了して、この後の説明にあ 
る「ハードディスクドライブのイニシャライズ （215 ページ）」を参照し 
てください。 


5. く Enter > キーを 押す。 


RAID の詳細設定を行う 「Array Properties 」 画面が表示されます。 

6. 力ーソルキーで RAID レベルを選択し、 く Enter > キーを押す。 

選択できる RAID レベルは RAID 0 (ストライピンク')と RAID 1 (ミラーリング）のい 
ずれかです。 
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7. 作成する RAID ドライブのポリュームラべル名を入力し、く Enter > キーを押す。 



8. く RAIDO を選択した場合のみ> 

ストライプサイズを 16 KB 、 または 32 KB 、64 KB (初期設定）から選択し、く Enter 〉 
キーを押す。 


PA 1 ストライプサイズは、初期設定の 64 KB を選択することをお勧めします。 
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「Create RAID via 」 では、 RAD レベル (Array Type ) との組み合わせでさまざまな 
RAID ドライブの作成方法を指定することができます。詳細を下表に示します。 


RAID レベル 

Create RAID via の 
選択肢 

作成方法 

RAID 0 

No Init 

新規で RAIDO ドライプを作成します。 

RAID 0 

Migrate 

データが保存されている既存のドライプに対し 
て新規ドライプを追加するマイグレーション 
(移行）をします。本裝置では 「Migrate 1をサ 
ポートしていません。 

RAID 1 

Build 

データが保存されている既存のドライプの内容 
を新規ドライプにコピーし、 RAID 1 ドライプを 
作成します。本装置では 「Build 1をサポートし 
ていません。 

RAID 1 

Clear 

すべての内容をクリアして、新規で RAID 1ドラ 
イプを作成します。 

RAID 1 

Quick Init 

新規で RAID 1 ドライプを即座に作成します。 


「 Migrate 」、「 Build 」 オプションは本装置ではサポートしていません。 


^ • 既存の RAID ドライプに新規ドライプを追加する場合は、あらがじめ新 

g ェック I 規ドライブ内のデータのバックアップをとっておいてください。 

• ACU を使って RAID 1 ドライブの作成中、その処理を中断すると、 ACU を 
使って処理を再開させることはできません 。 Adaptec Storage 
Manager ™ を使用して RAID 1を構築してください 0 

• Quick Init で RAID 1 ドライブを作成すると、その後の整合性チェック 
(Consistency Check ) で不整合を通知される場合がありますが、ハー 
ドディスクドライプの故障や RAID ドライプの構築を失敗したわけでは 
ありません。ソフトウェアの指示に従って整合を取り直してください。 

• RAID 1を構成する八ードディスクドライプのディスク容量が異なってい 
ても RAID 1 ドライプを構築することができます。ただし、 「 Build 」 オプ 
シヨンで RAID 1 ドライプを作成する場合、容量の小さい方のハードディ 
スクドライプをコピー元または第1ドライプに指定してください。 

• Windows を使用してダイナミックディスクにアップク'レードされている 
RAID ドライプに対して 「 Build 」 オプションを使用して RAID ドライプを 
作成しないことをお勧めします。 


10 .「Source Drive 」 を選択して、く Enter 〉 キーを押す。 
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11. すべての設定を完了したら、 「 Done 」 を選択して、く Enter 〉 キーを押す。 

RAID の作成処理が始まります。完了までしばらくお待ちください。 



ディスクアレイの管理 

オプションメニューから rArray Configuration Utility 」 を選択して表示されるメインメニュー 
で 、 「Manage Arrays 」 を選択すると、 RAID ドライブの設定（属性）情報の確認や RAID ドラ 
イブ（アレイ）の削除をすることができます。 



「Manage Arrays 」 を選択後に表示される 「List of Arrays 」 画面にて Mark 
Bta Bootable の設定を行ってください。 

Mark 巳 00 table の設定はく Ctrl 〉 キーとく B > を同時に押し、その後表示される 
確認メッセージにて「丫」を選択します。 Mark Bootable が設定されると、選 
択した Array の先頭に「*」が表示されます。 


• アレイ情報の確認 

Main Menu で 「Manage Arrays 」 を選択し、く Enter 〉 キーを押すとアレイを構築してい 
る RAID ドライブの一覧が表示されます。 

RAID ドライブを選択し、 < Ente 「> キーを押してください。選択した RAID ドライブに関す 
るプロパティダイアログボックスが表示されます。このプ□パティダイアログボックス 
には RAID ドライブを構成している物理ハードディスクドライブの情報も含まれます。 



< Esc > キーを押すと1つ前の画面に戻ります。 
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• アレイの削除 

W-O アレイを削除する前に RAID ドライブ内の大切なデータをバックアップしてく 
ださい。削除を実行するとすベてのデータを消失します。また、消失したデー 
夕を復帰（リストア）させることはできません。 


メインメニューで 「Manage Arrays 」 を選択し、く Enter 〉 キーを押すとアレイを構築し 
ている RAID ドライブの一覧が表示されます。以降の削除手順を以下に示します。 

1. 削除する RAID ドライブを選択し、く Delete 〉 キーを押す。 

2. プ□パティダイア□グボックスで、 「 Delete 」 を選択し、く Enter 〉 キーを押す。 



削除についての警告メッセージが表示されます。 


表示メッセージの内容や数は RAID レベルによって異なります。 

レ EE 

3. 「 Yes 」 を選択する。 

アレイやパーティションが削除されます。「 N 0」を選択すると1つ前の画面に戻りま 
す。 

4. く Esc > キーを押して1つ前の画面に戻る。 


八ードディスクドライブのイニシャライズ 

RAID ドライブを作成するためにはハードディスクドライブがイニシャライズされていなけれ 
ばなりません（イニシャライズされていないハードディスクドライブは、 RAID ドライブを構 
築するドライブの選択画面でリストに表示されないか、グレーアウトされて表示されます）。 


_"〇 • イニシャライズを実行するとハードディスクドライブ上のパーティシヨ 

匯ヨ ンテーブルを上書きし、データを書き込めない状態にします。 

• アレイとして使用していたハードディスクドライブをイニシャライズす 
ると、再び元のアレイに戻すことはできません。 

• 起動ドライブとして使用している RA 旧0ドライブを構成する八ード 
ディスクドライブをイニシャライズするとシステムが起動できなくなり 
ます。 


次の手順でハードディスクドライブをイニシャライズします。 


1. ACU を起動する。 

詳しくは、 「 ACU の起動方法 （209 ページ)」を参照してください。 
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2. キーポードの力ーソルキーで Options メニューから 「Array Configuration 
Utility 」 を選び、く Enter 〉 キーを押す。 



3. メインメニューから 「Initialize Drives 」 を選択し、く Enter 〉 キーを押す。 



4. 力ーソルキーを使ってリストからイニシャライズをする八ードディスクドライブを 
選び、 〈 Insert 〉 キーを押す。 

5. もう一方の八ードディスクドライブを手順4と同様の手順で選択する。 

6. く Enter > キーを押す。 

7. 警告メッセージの内容を読み、イニシャライズするハードディスクドライブを正し 
く選択していることを確認し、<丫>キーを押してイニシャライズを続ける。 


Disk Utilities の使用 

ACU を起動後に表示されるオプションメニューにある 「Disk Utilities 」 は、ハードディスクド 
ライブの□—レベルフォーマツトやべリファイをする場合に使用するメニューです。 

1 . ACU を起動する。 

詳しくは、 「 ACU の起動方法 （209 ページ)」を参照してください。 

2. キーボードの力ーソルキーで Options メニューから 「 DiskUtilities 」 を選び、 

く Enter 〉 キーを 押す。 
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3. 目的の八ードディスクドライブを選択し、く Enter > キーを押す。 




— Format Disk 

直ちに対象としているハードディスクドライブを□—レベルでフォーマット 
します（ゼ□埋め込み）。購入時の SATA ハードディスクドライブは工場出荷時 
に□—レベルでフォーマット済みですが、 RAID を構成するハードディスクドラ 
イブは、 RAID を構築する前にこのオプションを使ってフォーマツトをしてくだ 
さい。 


□ーレベルフオーマツトはハードディスクドライブ内のすべてのデータを消 
Bto 去します。フォーマツトを実行する前にハードディスクドライブ内にある大切 
なデータのバックアップをとってください。 


Verify Disk Media 

ハードディスクドライブ内のメディア不良を検出します。 
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